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山

茂

ま
え
が
き

N
H
K
の
国
民
生
活
時
間
調
査
は
、
一

O
月
の
特
定
の
一
日
を
選
ん
で
、

そ
の
日
の
国
民
の
生
活
行
動
を
時
間
と
の
対
比
の
中
で
捉
え
、
こ
れ
を
男

女
別
、
年
齢
階
層
別
、
職
業
別
、
学
歴
別
、
地
域
別
な
ど
に
分
類
し
て
、

(

l

)

 

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
調
査
対
象
は
、
六
万
人
を
超

え
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
私
の
生
活
時
間
調
査
は
、
僅
か
一
戸
の
農
家
を
対
象

と
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、

N
H
K
の
大
量
調
査
に
比
較
す
れ
ば
、
一
般
性

に
欠
け
、
個
別
性
、
が
強
調
さ
れ
易
い
と
い
う
弱
点
を
否
め
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
調
査
は
、
一
農
家
家
族
全
員
の
一
カ
年
三
六
五
日
の
生
活
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時
間
を
対
象
に
し
て
行
な
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
生
活
行
動
の
内
容
や
範

囲
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
、
そ
れ
が
伴
う
社
会
関
係
を
も
含
め
て
追

跡
す
る
。
殊
に
農
業
労
働
に
つ
い
て
は
、
作
業
種
類
別
の
調
査
も
行
な
っ

た
。
こ
う
し
て
、
そ
の
時
聞
に
、
誰
が
、
何
処
へ
行
っ
て
、
誰
と
か
か
わ

り
、
何
を
し
た
か
に
至
る
ま
で
調
査
が
及
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
、

N
H
K

の
よ
う
に
、
単
に
生
活
時
間
と
そ
の
行
動
種
類
と
を
量
的
に
捉
え
る
ば
か

り
で
な
く
、
そ
れ
を
手
掛
り
に
し
て
一
農
家
の
各
成
員
の
一
年
間
の
生
活

の
社
会
的
な
関
係
の
総
体
を
構
造
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
種
の
生
活
時
間
調
査
を
初
め
て
行
な
っ
た
の
は
、
昭
和
四
四
年
四

(
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月
か
ら
翌
年
三
月
に
か
け
て
で
あ
っ
た
(
以
下
回
四
年
調
査
と
い
う
)
。

か
み
あ
ら
ま
た

そ
の
と
き
の
調
査
対
象
農
家
は
、
山
形
県
東
田
川
郡
藤
島
町
上
荒
俣
部
落

の
A
農
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
四
四
年
調
査
結
果
を
要
約
的
に
表
現
す
れ
ば
、

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

A
農
家
の
生
活
時
間
配
分
を
み
る
と
、
農
業

生
産
お
よ
び
社
会
生
活
に
お
い
て
、
二
世
代
夫
婦
の
生
活
行
動
が
、
そ
れ

ぞ
れ
各
成
員
の
役
割
分
担
と
し
て
一
不
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
再
生
産
過

程
に
お
け
る
生
産
と
消
費
の
統
一
体
と
し
て
の
農
家
生
活
の
な
か
に
、
各

自
の
行
動
が
構
造
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
構
造
的

特
質
は
、
ご
一
戸
の
農
家
と
し
て
一
体
化
さ
れ
た
役
割
分
担
の
関
係
を
示
す

だ
け
で
は
な
く
、
家
族
成
員
が
所
属
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
集
団
を
と
お
し
て
、

部
落
の
往
会
生
活
に
お
け
る
役
割
分
担
の
関
係
を
も
示
す
と
こ
ろ
に
あ
っ

七
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た。
今
回
(
昭
和
五
四
年
)
の
B
農
家
の
調
査
は
、
一

O
年
前
に
実
施
し
た

こ
の
A
農
家
調
査
(
昭
和
四
四
年
)
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、

五
五
年
以
降
も
、
毎
年
一
戸
ず
っ
、
同
様
の
方
法
で
C
・
D
-
E
農
家
の

調
査
を
実
施
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
を
今
後
も
引
き
続
き
実
施

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
家
族
構
成
を
も
っ
農
家
の

生
活
構
造
を
捉
え
て
そ
の
連
関
を
さ
ぐ
る
と
と
も
に
、
同
形
式
の
調
査
デ

ー
タ
を
時
系
列
に
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
家
・
農
村
の
生
活

の
循
環
な
い
し
動
態
の
過
程
を
克
明
に
あ
と
づ
け
、
そ
こ
か
ら
農
家
・
農

村
の
生
活
構
造
動
態
の
モ
デ
ル
を
導
き
出
す
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。

こ
の
意
味
で
は
、
僅
か
一
戸
な
い
し
数
戸
の
調
査
と
は
い
え
、
収
集
・

分
析
さ
れ
る
資
料
は
多
量
で
あ
り
、
息
の
長
い
、
規
模
の
大
き
な
調
査
で

あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
今
回
(
五
四
年
)
の
B
農
家
の

調
査
も
、
以
上
の
よ
う
な
一
貫
し
た
目
的
の
も
と
に
継
続
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
調
査
研
究
の
一
環
を
な
す
中
間
的
な
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

さ
て
本
稿
は
、
四
四
年
調
査
と
全
く
同
一
の
方
法
に
よ
っ
て
、
山
形
県

つ
の
ざ
わ

新
庄
市
角
沢
部
落
B
農
家
を
対
象
と
し
て
、
生
活
時
間
調
査
を
行
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
調
査
方
法
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

山
毎
日
の
記
帳
。
昭
和
五
四
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
一
日
ま

で。

間
対
象
。
家
族
全
員
。

七
四

川
同
時
間
単
位
。
一

O
分
。
一

O
分
以
上
の
継
続
的
な
行
動
に
つ
い
て

調
査
し
、
一

O
分
未
満
の
も
の
は
省
い
た
。

凶
労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
自
宅
内
外
を
問
わ
ず
す
べ
て
調
査
し
た
。

消
費
的
生
活
に
つ
い
て
は
、
自
宅
外
の
行
動
に
限
り
、
主
と
し
て
社

会
的
・
文
化
的
生
活
を
、
ま
た
、
家
事
的
生
活
の
う
ち
貿
物
だ
け
を

調
査
し
た
。
す
な
わ
ち
、
附
の
時
間
調
査
を
除
き
、
自
宅
内
で
の
消

費
的
生
活
に
つ
い
て
は
調
査
を
省
い
た
。

問
自
宅
外
の
生
活
行
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
行
先
(
た
と
え
ば

0
0

市、

0
0
部
落
な
ど
)
を
調
査
し
た
。

凶
問
自
宅
内
で
の
起
・
就
床
時
刻
と
食
事
(
朝
、
昼
、
タ
)
開
始
時
刻

を
調
査
し
た
。

つ
い
で
、
調
査
結
果
と
し
て
え
ら
れ
た
生
活
時
間
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

分
類
し
て
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。

付
労
働
時
間

イ
農
業
労
働
時
間
(
農
作
業
)

ロ
兼
業
労
働
時
間
(
賃
労
働
、
内
職
な
ど
)

口
消
費
的
生
活
時
間

イ
自
宅
内
生
活
時
間
(
睡
眠
、
食
事
、
育
児
、
家
族
だ
ん
ら
ん
な

ど
〉

ロ
自
宅
外
生
活
時
間
(
諸
会
合
、
交
際
、
レ
P
り
エ

1
シ
ョ

γ
、

買
物
な
ど
)



と
こ
ろ
で
、
四
四
年
調
査
と
五
四
年
調
査
と
の
聞
に
は
、
農
業
を
と
り

ま
く
経
済
状
況
、
対
象
地
域
、
家
族
構
成
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
変

化
な
い
し
差
異
が
あ
る
。

四
四
年
調
査
か
ら
一

O
年
が
経
過
し
、
農
業
を
と
り
ま
く
状
況
が

大
き
く
変
化
し
た
。
四
五
年
に
い
わ
ゆ
る
減
反
政
策
が
開
始
さ
れ
、

現
在
は
水
田
利
用
再
編
二
期
に
及
ん
で
い
る
。
四
八
年
末
の
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
以
来
、
経
済
は
高
度
成
長
か
ら
低
成
長
の
時
代
と
な
っ
た
。

こ
の
間
農
業
の
機
械
化
、
農
家
の
兼
業
化
が
著
し
く
進
展
し
た
。

ω
四
四
年
調
査
対
象
の
A
農
家
が
属
す
る
地
域
は
、
庄
内
平
坦
村
で

あ
っ
た
が
、
五
四
年
調
査
対
象
の
B
農
家
は
、
最
上
地
方
の
平
坦
村

に
あ
る
。
か
つ
て
単
作
地
格
と
い
わ
れ
た
庄
内
農
業
は
、
豚
、
柿
、

野
菜
な
ど
の
部
門
が
増
大
し
、
米
の
占
め
る
地
位
は
、
相
対
的
に
低

(
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下
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
最
上
農
業
は
、
米
の
占
め
る
割
合

が
比
較
的
高
く
、
出
稼
ぎ
地
帯
で
あ
る
。
な
お
、
最
上
の
米
一

O
ア

ハ
4
)

|
ル
当
た
り
収
量
は
、
山
形
県
四
地
域
(
庄
内
、
最
上
、
村
山
、
置

賜
)
の
な
か
で
最
低
で
あ
る
。

凶
四
四
年
調
査
の
A
農
家
は
、
二
世
代
夫
婦
の
家
族
で
あ
っ
た
が
、

五
四
年
調
査
の
B
農
家
は
、
夫
婦
と
そ
の
子
供
た
ち
の
一
世
代
夫
婦

の
家
族
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
、
四
四
年
調
査
と
五
四
年
調
査
と
の
聞
に
は
、
変
化
や
差

異
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
第
一
に
、
主
と
し
て
B
農
家
の
生
活
構
造
を
明
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ら
か
に
し
、
第
二
に
、
四
四
年
調
査
と
五
四
年
調
査
と
の
要
約
的
な
比
較

を
お
こ
な
い
た
い
。

注
(
l
)
N
H
K
放
送
世
論
調
査
所
『
図
説
臼
本
人
の
生
活
時
間
一

九
八

O
』
(
日
本
放
送
出
版
協
会
、
昭
和
五
七
年
)
。
同
『
昭
和

五
五
年
昨
皇
国
民
生
活
時
間
調
査
全
国
編
』
、
『
同
県
別
編
』

(
昭
和
五
六
年
)
参
照
。

(

2

)

拙
稿
「
庄
内
地
方
に
お
け
る
一
農
家
の
生
活
構
造
|
|
生
活

時
間
調
査
を
手
が
か
り
に

i
|」
(
『
農
業
総
合
研
究
』
第
二
六

巻
第
二
同
方
、
昭
和
四
七
年
)
参
照
。

(

3

)

農
業
粗
生
産
額
に
お
け
る
米
の
比
率
の
変
化
は
、
庄
内
、
最

上
地
域
に
お
い
て
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
東
北
農
政
局
山
形

統
計
情
報
事
務
所
編
『
山
形
県
市
町
村
別
累
年
統
計
(
農
業
編
)
』

(
昭
和
玉
七
年
)
よ
り
算
出
。

弘川
r

e
-
-
9
0
1
9
3
5
8
8
7
2
0
2
4
3
1
2
1
7
5
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す
な
わ
ち
、
昭
和
三
五
年
に
は
、
庄
内
、
最
上
両
地
域
と
も

八
三
%
で
あ
っ
た
が
、
庄
内
は
四
一
年
に
八
O
%
を
割
り
、
四

五
年
以
降
ほ
ほ
七
O
%
前
後
で
推
移
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

最
上
は
四
三
、
四
四
年
に
八
八
%
ま
で
高
ま
り
、
三
七
年
と
四

O
年
を
除
き
五
三
年
宣
で
八

0
4
Fム
ロ
で
あ
る
。

(

4

)

山
形
県
の
四
地
域
に
お
け
る
昭
和
四
九
t
五
五
年
の
七
カ
年

平
均
水
稲
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
収
量
は
、
庄
内
と
村
山
が
五
七

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
置
賜
が
五
六
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
三
地
域
は

比
較
的
接
近
し
て
い
る
が
、
最
上
は
五
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
、

そ
れ
ら
の
地
域
よ
り
五
O
t
六

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
低
い
水
準
に
あ

る
。
最
上
の
場
合
、
右
の
七
カ
年
中
五

C
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
劃

っ
た
年
が
、
四
九
年
、
玉
一
年
、
五
五
年
と
三
カ
年
あ
る
。
前

掲
『
山
形
県
市
町
村
別
田
熟
年
統
計
(
農
業
編
)
』
よ
り
算
出
。

調
査
農
家
の
概
要

つ
め
ざ
わ

角
沢
部
落

調
査
対
象
の
B
農
家
は
、
山
形
県
新
庄
市
船
的
地
区
角
沢
部
落
に
あ
る

(
第
一
図
参
照
)
。
新
庄
市
は
、
最
上
地
方
の
中
心
都
市
で
、
国
道
一
三
号

と
四
七
号
、
ま
た
、
国
鉄
奥
羽
本
線
と
陸
羽
東
西
線
を
結
ぶ
十
字
路
に
位

置
す
る
。
昭
和
五
五
年
の
人
口
は
、
約
四
万
三

0
0
0人
。
昭
和
五
三
年

の
市
民
所
得
の
産
業
別
構
成
割
合
は
、
第
一
次
産
業
九
・
五
%
、
第
二
次

(
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産
業
一

=
7
八
%
、
第
三
次
産
業
七

0
・
八
%
(
帰
属
利
子
控
除
ム
一
ニ
・

七
六

一
%
)
で
、
商
業
的
性
格
の
濃
厚
な
小
都
市
で
あ
る
。

角
沢
部
落
は
、
新
庄
市
役
所
か
ら
南
西
に
ほ
ぼ
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
国

道
四
七
号
の
南
、
新
田
川
の
北
沿
い
の
地
点
に
あ
る
。
角
沢
部
落
と
そ
の

周
囲
の
水
田
は
、
比
較
的
平
坦
で
あ
る
が
、
西
お
よ
び
南
側
に
は
、
標
高

二
0
0
メ
ー
ト
ル
弱
の
山
林
が
あ
る
(
角
沢
部
落
の
標
高
は
、
約
八

0
メ

ー
ト
ル
)
。
ま
た
、
西
側
に
は
、
約
一
一
一
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
新
庄
中

核
工
業
団
地
計
画
地
域
が
あ
り
、
将
来
、
工
場
が
操
業
を
開
始
す
れ
ば
、

角
沢
部
落
に
種
々
の
影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
角

(
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沢
部
落
は
、
行
政
的
に
は
も
ち
ろ
ん
、
新
庄
市
の
生
活
圏
域
に
あ
る
。

角
沢
部
落
の
農
業
集
落
と
し
て
の
特
徴
を
、
主
と
し
て
「
一
九
八
O
年

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
農
業
集
落
カ
l
ド
」
に
よ
っ
て
簡
単
に
述
べ
て
お

こ』フ。昭
和
五
五
年
の
角
沢
部
落
の
農
家
数
は
一
O
O
戸
、
非
農
家
は
一
九
戸

で
比
較
的
大
き
な
集
落
で
あ
る
。
専
業
農
家
数
の
推
移
を
み
る
と
、
昭
和

三
五
年
六
九
戸
あ
っ
た
が
、
五
五
年
に
は
わ
ず
か
一
戸
と
な
っ
た
。
こ
の

間、

I
兼
、
H
兼
と
も
に
増
加
し
、
五
五
年
に
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
雇

(
3
)
 

わ
れ
兼
業
が
九
八
戸
で
大
部
分
を
占
め
る
。
な
お
、
自
営
兼
業
は
、
五
七

年
七
月
現
在
三
戸
で
、
す
べ
て
食
料
・
雑
貨
底
で
あ
る
。

昭
和
五
五
年
の
経
営
耕
地
規
模
別
構
成
は
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
層
二

八
%
、
一
t
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
三
六
%
、
二
t
一
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
二
一
一
一
%
、

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
四
%
。
調
査
対
象
の
B
農
家
は
、
二
t
三
ヘ
ク
タ



角 沢 部 落 位置図

五
秋
凹

F

新

日

バ

イ

パ

ス

第 l図

ー
ル
層
に
属
す
る
。

農
家
人
口
は
五

O
三
人
で
、
一

戸
平
均
五
・

O
一
ニ
人
。
基
幹
的
農

業
従
事
者
数
は
、
昭
和
三
五
年
二

六
O
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
大

幅
に
減
少
し
、
五
五
年
に
は
一

O

二
人
と
な
っ
た
。
男
子
が
四
六
・

八
%
減
、
女
子
は
七
三
・
五
%
減

で
あ
る
。

経
営
耕
地
面
積
は
、
回
の
増
加
、

畑
の
減
少
と
い
う
形
で
推
移
し
、

五
五
年
に
は
、
回
一
三
五
・
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
畑
一
九
・
ニ
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
樹
園
地
(
桑

)
0
・一ニヘ

ク
タ
ー
ル
計
一
五
五
・
ニ
ヘ
ク
タ

ー
ル
。
一
戸
平
均
一
・
五
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
る
。

家
畜
は
、
昭
和
五
七
年
七
月
現

在
、
繁
殖
牛
二
五
頭
(
一
戸
)
、

肉
用
牛
一

O
頭
(
五
戸
)
が
飼
養

さ
れ
て
い
る
。

七
七



第 l表

|年齢|学 歴 i

i旧制中中退(農協理事，部落役員

l 新 制 高|“松の会"会員，山形県生活苦士善実行グノレープ理事

短 大 1;事務職員(臨時〕

新制高~ (ρ 〉

|高校生

昭和54年 4月 l日現在.

他出家族はない.

“松の会"は生活改善実行グノレープである.

もともとは仁間部落(角沢部落より北へ約 2km) の生活改善実行グルー

プであったが，昭和47年より中山部落から l人，柏木山部落から 2人が参加

し，計 5人(リーダーは仁間部落の人〉で構成されている.

B農 家 の 家 族 構 成

他のそ職役

。
ノ

F
U
「
4

Q

ノ

7
4

4
6
4‘

n

d

1

4

1

 

柄

主

女

女

女

営

委

経

長

二

三

一

注(1)
(2) 

(3) 

続

七
八

昭
和
五
五
年
の
作
物
種
類
別
面
積
を
み
る
と
、
い
ね
が
九
五
・
四
%
を

占
め
る
。
五
七
年
七
月
現
在
、
た
ば
こ
耕
作
農
家
は
五
戸
で
約
一
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
作
付
け
し
て
い
る
。

農
業
機
械
の
う
ち
田
植
機
所
有
台
数
七
三
台
を
数
え
る
が
、
少
な
く
と

も
七
割
以
上
の
農
家
が
農
業
機
械
作
業
一
貫
体
系
の
も
と
に
農
作
業
を
お

こ
な
っ
て
い
る
・
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同

B
康
家

川

家

族

構

成

第
l

表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

B
農
家
の
家
族
構
成
は
、
経
営
主
四
九

歳
、
妻
四
五
歳
、
長
女
二
二
歳
、
二
女
一
九
歳
、
一
二
女
一
七
歳
(
昭
和
五

四
年
四
月
一
日
現
在
Y

あ
わ
せ
て
五
人
の
一
世
代
夫
婦
家
族
で
あ
る

O

B
農
家
は
、
角
沢
部
落
に
お
い
て
本
家
筋
の
一
つ
だ
が
、
家
の
創
設
が
何

時
か
は
不
明
で
あ
る
。
経
営
主
の
父
は
、
兵
役
か
ら
帰
還
途
中
の
昭
和
二

一
年
に
、
母
も
二
八
年
に
死
亡
し
、
弟
は
独
立
し
、
妹
た
ち
は
す
で
に
嫁

(
A
T
)
 

い
で
い
る
。
経
営
向
主
の
妻
の
父
は
、
東
置
賜
郡
旧
中
川
村
(
現
南
陽
市
)

の
出
身
で
、
国
鉄
職
員
と
し
て
秋
田
鉄
道
管
理
局
管
内
(
秋
田
県
、
山
形

県
)
で
勤
務
し
た
。
妻
の
母
の
実
家
は
、
角
沢
部
落
の
M
家
で
あ
る
。
経

営
主
は
旧
制
中
学
を
中
退
し
、
妻
は
山
形
市
の
県
立
高
校
を
卒
業
し
た
。

役
職
に
つ
い
て
は
、
経
営
主
が
農
協
理
事
・
部
落
役
員
で
あ
り
、
妻
が

山
形
県
生
活
改
釜
口
実
行
グ
ル
ー
プ
の
理
事
で
あ
る
。
の
ち
に
詳
し
く
み
る



(単位 m2) 

区

住

第 2-A表

分 i延面積|

宅 201 I昭和 52年に新築した.改築前の住宅は 14.5mX8. 2m=119m2 

で約 130年前の建物であった.

土蔵 40

言ト 241 

考

B農家の建物

備

類

ストーフ

冷蔵庫

掃除機

アレピ

フ ンオ

B農家の耐久消費財

( 導入年次 ! 

11 昭和35年頃

36 

40 

I4; 

第2-B表

種

油

気

気

-

フ

ス

石

電

電

力

ガ

類

転車

ジオ

洗瀦機

ピ(白黒〕

車(乗用〕

種

気

レ

動

自

ラ

電

テ

自

導入年次

昭和17年頃

18 

33 

35 

" 

よ
う
に
、
基
幹
的
農
業
労
働
力
は
、
経
営
主
と
妻
の
二
人
で
あ
る
。
兼
業

労
働
に
つ
い
て
は
、
長
女
と
二
女
が
臨
時
事
務
職
員
と
し
て
通
年
勤
務
す

る
ほ
か
、
経
営
主
が
農
閑
期
に
若
干
土
建
関
係
の
日
雇
に
出
る
。
三
女
は

(
5〉

高
校
三
年
生
で
あ
る
。

団

生

活

財

B
農
家
の
建
物
と
耐
久
消
費
財
は
、
第
2
1
A
表
お
よ
び
第
2
1
B
表

の
と
お
り
で
あ
る
。
住
宅
は
昭
和
五
二
年
に
新
築
さ
れ
た
。
旧
住
宅
は
、

約
一
三

O
年
前
(
昭
和
五
四
年
よ
り
一
一
ニ

O
年
前
は
嘉
、
氷
二
年
)
に
建
て

ら
れ
た
と
い
う
。
新
築
直
前
の
旧
住
宅
の
延
面
積
は
一
一
九
平
方
メ
ー
ト

ル
で
あ
っ
た
が
、
新
築
住
宅
の
延
面
積
は
二

O
一
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る

か
ら
六
九
%
増
で
あ
る
。
土
蔵
が
四

0
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
る
か
ら
、
生
活

財
と
し
て
の
建
物
延
面
積
は
、
二
四
一
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

耐
久
消
費
財
に
つ
い
て
は
、
昭
和
一
七
、
一
八
年
に
自
転
車
と
ラ
ジ
オ

が
入
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
戦
後
昭
和
三
三
年
以
降
五
二
年
ま
で
の

こ

0
年
間
に
、
電
気
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ
(
白
黒
)
、
自
動
車
(
乗
用
)
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
、
電
気
冷
蔵
庫
、
電
気
掃
除
機
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ガ
ス
オ

ー
ブ
ン
が
次
々
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

矧
農
家
経
営

B
農
家
の
経
営
田
面
積
は
、
三
一
ニ

0
ア
ー
ル
(
第
3
表
)
、
う
ち
自
作

(

6

)

 

回
が
二
五

0
ア
ー
ル
(
七
団
地
)
、
受
託
回
八

0
ア
ー
ル
(
三
団
地
〉
で
あ

る
。
受
託
回
は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
ば
あ
さ
ん
と
大
工
職
か
ら
の
受
託
で

七
九



土地 物

白川面積畑一一ml面 積

減反は自作田の

うち 8a (大豆 I

4 a，そIf2a， 

稲青刈り 2a)， 

宅地内のlOaを

畑として利用.

ナ

作

納

メコ舎

業場

屋

言f

(4棟)
254m2 

109 
( 2棟)

69 

432 

第 3表 B 農家の経営状況

長 業 機 械

導入年|
家

平重 類

昭和14年頃 モーター 昭和36年まで

14 動力脱穀機 馬を飼養. 昭

14 動力籾摘機 和39-45年に

32 ノミイク 鶏を飼養. 最

37 自動耕転機 高時 E∞羽

40 紡除機(背負式)

45 ノミインダー

50 トラクター

50 田植機

51 コソパイン

51 乾燥機

52 小型トラッ ク

ロ~O

メ

昭和初年に栽培 米 240万円

をはじめる.約 畑作物 5 

4，5∞箱.植菌 ナメコ 150 

t主 l月20日-3 賃金 265 

月中に，採取は 言十 660 

lO月中旬 -3月
家計費は月約15

lO日におこな
万円である.

注(1) 自作田は 7団地，受託田は部落内の 2農家から受託している. T家から 40a (1団地)を昭和 53年より， s家から40a 

(2団地)を昭和50年より受託している.総収量と受託料は， T家分が720kgと300kg，S家分が1，200kg ~ 330kgである.

T家はおばあさんの l人暮らし， S家は大工である.なお， T家， S家両家からの受託回のIOa当たり収量が侭いのは，昭

和50年頃区画整理をしたが，土地が均平でなく一部干害となり，また根腐れ病が発生したためである.

(2) 稲の品種別作付面積は，キヨニシキ 260a，さわのはな60a，ヒメノモチlOaである.

(3) 飯米は昔は l人年 3∞kgであったが，今は 138kg(昭和54年の B農家年間必要飯米量は660kg)あれば足りる.

(4) 畑作物の若干を新庄青果市場へ販売する.子数料 3%.販売する畑作物は，なす，とまと，はくさ¥"，だいこん，きゃべ

っ，きゅうり，とうもろこし，ピーマンなどである.



あ
る
。
自
作
田
二
五

0
ア
ー
ル
は
、
最
上
地
域
の
回
の
あ
る
農
家
平
均
回

(
7
)
 

面
積
一
・
四
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
よ
り
ほ
ぼ
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
大
き
く
、
角
沢
部

落
に
お
い
て
上
層
に
属
す
る
。
減
反
は
、
自
作
田
の
う
ち
八
ア
ー
ル
で
お

こ
な
わ
れ
た
(
大
豆
四
ア
ー
ル
、
そ
ば
二
ア
ー
ル
、
稲
青
刈
り
二
ア
ー
ル
)
。

宅
地
ニ

0
ア
ー
ル
の
う
ち
一

0
ア
ー
ル
は
、
大
部
分
が
自
給
畑
と
し
て
利

用
さ
れ
、
若
干
の
畑
作
物
を
新
庄
青
果
市
場
へ
販
売
す
る
。

農
業
用
建
物
面
積
は
、
ナ
メ
コ
舎
が
四
棟
延
べ
二
五
四
平
方
メ
ー
ト
ル
、

作
業
場
が
一

O
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
納
屋
が
二
棟
延
べ
六
九
平
方
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
合
計
四
一
一
一
一
一
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

農
業
機
械
に
つ
い
て
は
、
モ
ー
タ
ー
が
昭
和
一
四
年
頃
に
導
入
さ
れ
、

戦
後
三
二
年
パ
イ
ク
、
三
七
年
自
動
耕
転
機
、
四

O
年
防
除
機
(
背
負
式
)
、

四
五
年
バ
イ
ン
ダ
ー
、
五

O
年
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
、
五
一
年
コ
ン
バ

イ
ン
、
乾
燥
機
、
五
二
年
小
型
ト
ラ
ッ
ク
と
、
ほ
ぼ
一

0
年
間
に
水
稲
栽

培
の
主
要
作
業
が
動
力
化
さ
れ
た
。
な
お
、
馬
が
三
六
年
ま
で
飼
養
さ
れ

て
い
た
。

昭
和
三
九
年
か
ら
四
五
年
ま
で
鶏
を
飼
養
し
、
最
高
時
五

O
O羽
で
あ

っ
た
。
四
五
年
か
ら
は
、
鶏
を
止
め
て
ナ
メ
コ
栽
培
を
は
じ
め
、
五
四
年

に
は
四
五

O
O箱
を
栽
培
し
た
。
植
商
は
、
一
月
二

O
日
か
ら
三
月
一
杯

お
こ
な
う
。
植
菌
し
た
箱
を
角
沢
部
落
の
I
家
か
ら
借
用
し
た
大
谷
地
の

山
林
(
自
宅
よ
り
東
へ
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
二
ハ
月
に
運
び
(
「
箱
出
し
」

と
い
う
〉
、
九
月
自
宅
の
傍
の
ナ
メ
コ
舎
へ
運
ぶ
(
「
箱
入
れ
」
と
い
う
)
。

《
ノ
l
卜
》

生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

採
取
は
一

O
月
中
旬
か
ら
三
月
一

O
日
頃
ま
で
お
こ
な
う
。

農
家
総
所
得
は
、
お
よ
そ
六
六

O
万
円
で
あ
る
。
う
ち
米
二
四

O
万
円

(
一
二
六
・
四
%
)
、
畑
作
物
五
万
円

(
0
・
八
%
)
、
ナ
メ
コ
一
五

O
万
円

(
8
)
 

(
三
了
七
%
)
、
賃
金
二
六
五
万
円
(
四

0
・
二
%
)
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
お
よ
そ
農
業
所
得
が
六
割
、
賃
金
所
得
が
四
割
で
あ
る
。
賃
金
所
得

は
、
長
女
と
二
女
の
通
年
事
務
職
就
労
所
得
(
合
計
一
一
一
一
一
万
円
)
と
、

経
営
主
の
冬
期
農
閑
期
に
お
け
る
土
建
(
道
路
工
事
)
就
労
所
得
・
農
協

理
事
手
当
(
合
計
五
三
万
円
)
か
ら
な
る
。

自
作
田
の
水
稲
反
収
は
、
六

0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
を
超
え
る
が
、
受
託
回

の
ほ
う
は
一
八

O
t
一二

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
極
め
て
低
水
準
で
あ
る
。
こ

の
低
収
量
の
理
由
は
、
昭
和
五

O
年
頃
個
別
的
に
区
画
整
理
さ
れ
た
回
の

一
部
が
均
平
に
な
ら
ず
こ
の
年
干
笠
間
に
あ
い
、
ま
た
根
腐
れ
病
が
発
生
し

た
か
ら
で
あ
る
。
新
庄
市
の
一

0
ア
ー
ル
当
た
り
水
稲
収
量
は
、
五
一
五

(
9〉

キ
ロ
グ
ラ
ム
(
最
上
地
域
五

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
山
形
県
五
四
八
キ
ロ
グ

ラ
ム
)
で
あ
っ
た
か
ら
、

B
農
家
の
自
作
田
の
反
収
は
、
か
な
り
高
い
水

準
に
あ
る
。

一
九
八
一
』
(
昭
和
五

注
(

J

)

新
庄
市
企
画
課
『
新
庄
市
の
概
要

六
年
)
に
よ
る
。

(

2

)

角
沢
部
落
は
、
稲
舟
村
に
属
し
て
い
た
が
、
稲
舟
村
は
昭
和

二
三
年
一
一
一
月
一
日
新
庄
町
に
合
併
さ
れ
た

G

翌
二
四
年
四
月

一
日
新
庄
町
に
市
制
が
施
行
さ
れ
た
c八



生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

《
ノ
l
ト
》

(

3

)

角
沢
地
内
に
約
二

O
O人
を
雇
用
す
る

K
縫
製
工
場
が
あ
る
。

そ
の
工
場
に
角
沢
部
落
の
嫁
た
ち
約
三

O
人
が
働
き
に
出
て
い

る。

(

4

)

経
営
主
の
弟
と
妹
た
ち
の
就
職
と
婚
姻
は
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
京
浜
地
域
に
他
出
・
就
職
し
、
そ

こ
で
縁
を
え
て
結
婚
し
、
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る

G

二
男
1
1
1
昭
和
七
年
生
ま
れ
、
二
六
年
高
卒
、
東
京
都
で
楽
器

庖
経
営
。

長
女
|
|
昭
和
九
年
生
ま
れ
、
二
四
年
中
卒
、
三
二
年
東
京
都

庁
職
員
と
婚
姻
。

二
女
|
|
昭
和
一
一
年
生
ま
れ
、
二
六
年
中
卒
、
三
三
年
川
崎

市
の
ス
ナ
ッ
ク
経
営
者
と
婚
姻
。

一
二
女
|
)
昭
和
一
三
年
生
ま
れ
、
古
二
年
高
卒
、
川
崎
市
の

N

電
気
で
事
務
、
一
二
九
年
倉
敷
市
出
身
の
建
築
会
社
員
と
婚
姻
。

四
女

l
l早
世

3

王
女

i
l昭
和
一
五
年
生
ま
れ
、
古
一
四
年
高
卒
、
東
京
の

K
パ

ス
会
社
に
就
職
、
三
八
年
大
阪
出
身
の

E
ポ
ン
プ
社
員
と
婚

姻。

(

5

)

五
五
年
四
月
以
降
、
家
族
の
構
成
に
変
化
が
あ
っ
た
の
で
、

参
考
ま
で
に
そ
の
動
向
を
記
し
て
お
く
が
、
農
業
か
ら
離
脱
す

る
傾
き
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

経
営
主
は
、
五
六
年
の
夏
、
ナ
メ
コ
の
出
荷
先
の

S
食
品
で

缶
詰
製
造
に
従
事
し
た
。
妻
は
、
五
四
年
度
中
の
受
講
を
活
か

八

し
て
、
五
五
年
四
月
か
ら
恒
常
的
に

N
新
庄
営
業
所
へ
勤
務
し

て
い
る
。
給
食
の
献
立
を
作
成
す
る
仕
事
で
あ
る
。
失
婦
の
こ

れ
ら
農
外
就
職
の
直
接
的
契
機
は
、
一
二
女
が
東
京
の
私
立
短
大

に
入
学
A
1
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
学
費
が
入
用
だ
っ
た

か
ら
で
占
め
る
。

長
女
は
、
山
形
市
の

K
社
員
(
長
井
市
出
身
)
と
五
六
年
三

月
結
婚
し
た
。
両
人
は
新
庄
市
の

K
社
で
知
り
合
っ
た
と
い
う
。

結
婚
式
・
披
露
宴
は
、
米
沢
市
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
二
女
は
、

か
ね
が
ね
家
を
離
れ
て
働
き
た
い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
た

が
、
機
会
が
あ
り
、
角
沢
部
落
内
の
小
学
校
の
臨
時
事
務
員
を

や
め
て
、
五
七
年
九
月
か
ら
山
形
市
に
あ
る
Y
美
術
館
の
事
務

員
と
し
て
勤
務
し
た
。
山
形
市
の
南
に
隣
接
す
る
上
山
市
に
あ

る
伯
母
(
母
方
)
の
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
。
彼
女
は
、
日

曜
日
に
家
に
帰
り
、
毎
週
月
曜
日
の
茶
花
の
稽
古
を
続
け
て
い

る
。
三
女
は
、
五
七
年
S
短
大
を
卒
業
し
、
千
葉
県
に
と
ど
ま

り
ア
バ

l
ト
住
い
を
し
て
上
野
の

K
デ
パ
ー
ト
の
庖
員
を
し
な

が
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
調
査
時
点
(
昭
和
五
四
年
)
以
後
の
異
動
に
よ

り
、
現
在
の

B
農
家
の
在
宅
家
族
は
、
経
営
主
夫
婦
の
二
人
だ

け
と
な
っ
た
。
娘
た
ち
の
成
長
に
と
も
な
い
、

B
農
家
の
後
継

者
を
ど
う
す
る
か
、
親
子
が
意
志
決
定
を
追
ら
れ
る
時
期
は
、

遠
い
将
来
で
は
な
い
。
経
営
主
夫
妻
は
、
娘
の
一
人
に
婿
を
迎

え
て
跡
を
つ
い
で
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。



(

6

)

こ
の
受
託
田
の
受
託
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
第
3
表
の
注

川
を
み
ら
れ
た
い
。
こ
こ
で
補
足
し
た
い
こ
と
は
、
歴
史
の
流

れ
の
な
か
で
、

B
農
家
が
、
受
託
を
と
お
し
て
部
落
の
中
で
の

家
存
続
の
相
互
尊
重
と
良
地
保
有
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
豊
原
研
究
会
編
『
豊
原
村
』
(
農
業
総
合
研
究
所
、

昭
和
五
三
年
)
で
は
、
「
⑨
勘
太
郎
で
は
男
子
な
く
ニ
代
に
わ
た

っ
て
婿
を
む
か
え
た
が
、
そ
の
婿
も
若
死
し
た
た
め
遂
に
女
二

人
(
鶴
六
四
歳
、
良
二
七
歳
)
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
明
治
三

二
年
に
は
本
楯
村
長
宛
に
「
救
助
願
」
が
提
出
さ
れ
、
む
ら
の

顔
役
の
世
話
で
養
子
女
の

m
貰
い
集
め
4

が
お
こ
な
わ
れ
」
(
川

口
諦
「
豊
原
村
の
家
族
形
態
と
人
口
移
動
」
『
豊
原
村
』
、
二
一

回
頁
)
る
な
ど
し
て
⑨
農
家
の
存
続
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、

そ
の
後
七
十
余
年
が
経
過
し
た
戦
後
の
昭
和
四
七
年
に
は
、
⑨

L

乙
⑬
農
家
が
中
心
と
な
っ
て
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ソ
タ

1
組
合
が
設

立
さ
れ
、
基
幹
的
労
働
力
に
恵
ま
れ
な
い
⑬
や
⑫
農
家
を
ミ
ニ

ラ
イ
ス
セ
ソ
タ

1
組
合
に
加
入
さ
せ
て
、
⑨
⑭
農
家
が
そ
れ
を

助
け
て
い
る
(
豊
田
隆
「
集
団
栽
培
か
ら
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
組
合
へ
」
『
豊
原
村
』
、
六
七
四

t
六
八
二
頁
)

0

つ
ま
り
、
明
治
期
に
村
か
ら
援
助
を
受
け
て
復
興
し
た
⑨
農

家
が
、
昭
和
期
に
は
、
⑬
農
家
な
ど
に
力
を
貸
し
て
い
る
。
個

々
の
農
家
が
盛
衰
を
繰
り
返
す
な
か
で
、
部
署
に
お
け
る
家
存

続
の
相
互
尊
重
と
農
地
保
有
機
能
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
世
代

《
ノ

I
卜
》

生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

を
超
え
て
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
ら
る
。
局
面
の
違
い
は
あ
る

に
し
て
も
、

B
農
家
が
一
人
暮
ら
し
の
お
ば
あ
さ
ん
の
田
を
受

託
し
て
い
る
こ
と
は
、
部
落
に
お
け
る
家
の
存
続
と
農
地
保
有

機
能
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
そ
の
一
断
面
と
考
え
ら
れ
る
。

(

7

)

『
昭
和
五
四
年
山
形
県
統
計
年
鑑
』
に
よ
る
。

(

8

)

長
女
と
一
一
女
は
、
食
費
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
約
二
万
円
を
両
親

に
出
し
て
い
た
。
両
親
は
こ
れ
を
受
け
取
り
貯
金
し
、
娘
た
ち

が
必
要
と
す
る
比
較
的
高
額
な
買
物
に
充
て
た
。

(

9

)

前
掲
『
昭
和
五
四
年
山
形
県
統
計
年
鑑
』
に
よ
る
。

B
農
家
の
生
活
時
間
構
造

(一)

労
働
時
閉

山
農
業
労
働
時
間

こ
の
農
家
の
生
活
時
間
構
造
を
基
本
的
に
規
定
す
る
も
の
は
、
い
う
ま

で
も
な
く
、
主
業
つ
ま
り
農
業
労
働
の
あ
り
方
で
あ
る
。

部
門
別
・
続
柄
別
に
年
間
の
農
業
労
働
時
間
を
み
た
の
が
第
4
表
で
あ

る
。
総
農
業
労
働
時
間
三
一
↓
八
一
時
間
の
う
ち
、
稲
作
が
一
五
七
七
時
間

(
四
九
・
六
%
)
で
最
も
多
く
、
つ
い
で
ナ
メ
コ
一
三
五
八
時
間
(
四
二
・

七
%
)
畑
作
二
回
六
時
間
(
七
・
七
%
)
で
あ
る
。
ナ
メ
コ
の
労
働
時
間

が
か
な
り
多
い
。
続
柄
別
に
み
る
と
、
経
営
主
と
妻
が
基
幹
的
労
働
力
で

あ
り
、
ゴ
一
人
の
娘
た
ち
は
、
手
伝
い
程
度
の
補
助
的
労
働
力
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
部
門
別
に
経
営
主
と
妻
の
労
働
時
間
を
み
る
と
、
稲
作
で
は

ノ、



第 4表 農業労働時間(部門別・続柄別〉
(単位

女|二女|三

2コ(12)

時間， ( )内li日数〉

女 i 計

13( 6) 1，577(266) 

246( 79) 

29( 9): 1，3阿 272)

42(15)! 3，181(562) 

切り捨てとした。表の合計数注(1) 時聞は30分以上と未満をそれぞれ切り上げ，

値が合わないのはそのためである.以下同じ.

(2) ()内は従事日数である.各人ごとの計が，部門ごとの計よりも少ない

のは，たとえば l日のうち稲作業もやり畑作業もやヮた場合でも農作業とし

て l日とみたためである.

第 5表稲作労働時間(作業種類別・続柄別〕
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荷
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〈単位.時間〉

女|

稲作労働時間(月別・続柄別)第 6表

計

208 

418 

211 

226 

105 

86 

315 

10 

1，577 

4
‘

4
ム

〆

b

一一
一女

Q

U

7

A

A

せ

ー

民

υ

2

0

つ
υ

7 7 

9 

94 

!経営主|
132 

265 

142 

223 

105 

76 

207 

10 

1，159 

|長妻

59 

132 

57 

3 

田
川4

5

6

7

8

9

m

H

計

注. 12月から翌年 3月までの稲作業はない.稲ワラは収穫時に圃場で切断され，

堆I巴に積んでもいない.したがって冬期の堆肥運搬作業がない.

13 22 354 

経
営
主
が
妻
の
三
倍
以
上
で
あ
り
、
ナ
メ
コ
で
は
ほ
ぼ
同
量
で
、
畑
作
で

は
妻
の
労
働
時
間
が
圧
倒
的
に
多
い
。

稲
作
に
お
け
る
分
担
状
況
を
作
業
種
類
別
に
み
た
の
が
第
5
表
で
あ
る
。

作
業
別
の
労
働
時
聞
を
一

0
0時
間
き
ざ
み
で
み
る
と
、
二

0
0時
間
以

上
の
作
業
が
育
苗
と
稲
刈
り
、
一

O
O
t
二
0
0時
間
は
、
本
田
整
備
、

田
植
え
、
補
植
、
水
管
理
、
草
刈
り
の
五
作
業
で
あ
る
。
す
べ
て
の
農
作

業
に
お
い
て
、
経
営
主
の
ほ
う
が
妻
の
労
働
時
間
よ
り
多
く
、
一

0
0時

間
を
超
え
る
作
業
が
、
経
営
主
の
場
合
、
育
首
、
本
田
整
備
、
水
管
理
、

草
刈
り
、
稲
刈
り
の
玉
作
業
も
あ
る
の
に
妻
に
は
一
つ
も
な
い
。
さ
ら
に

経
営
主
だ
け
が
お
こ
な
う
作
業
と
し
て
、
水
管
理
、
草
刈
り
、
本
田
除
草
、

稗
抜
き
、
乾
燥
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

B
農
家
に
お
け
る
経
営

主
と
妻
の
稲
作
に
お
け
る
仕
事
の
分
担
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

三
人
の
娘
た
ち
は
、
育
十
回
、
補
植
、
稲
刈
り
の
三
種
類
の
稲
作
業
の
手

伝
い
を
し
て
い
る
。
総
労
働
時
間
で
、
長
女
一
一
一
一
時
間
、
二
女
三

0
時
間
、

三
女
二
二
時
間
程
度
で
あ
る
。
長
女
と
二
女
は
、
通
年
勤
務
の
事
務
職
員

で
あ
り
、
一
二
女
は
高
校
生
で
あ
る
か
ら
、
手
伝
い
を
す
る
の
は
、
休
日
か

勤
務
後
ま
た
は
下
校
後
で
あ
る
。

稲
作
労
働
時
間
を
月
別
に
み
た
の
が
第
6
表
で
あ
る
。
経
営
主
の
稲
作

労
働
時
間
が
、
二

0
0時
間
を
超
え
る
月
は
、
育
苗
・
本
田
整
備
・
回
植

え
の
五
月
、
水
管
理
・
草
刈
り
・
本
田
除
草
・
施
肥
の
七
月
、
稲
刈
り
の

一
O
月
と
三
つ
の
山
が
あ
る
。
ま
た
、
一

O
O
t
二
0
0時
間
の
月
は
、

八
五



第 7-B表 焔作労働時間の

うち「その他」の内訳
〈単位:時間〉

第 7-A表畑作労働時間

(作業種類別，続柄別)

(単位:時間〉

時

支柱曲げ i
， 立て|

ワ ラ 敷 き |

芽かき校つなぎ

印つけ

間 引 き i

清算|

運搬|

言十 | 

注.運搬のうち経営主が 1

時間の労働をした以外は

すべて妻の労働である.

間

3

8

9

5

2

4

1

5

5

 
内

ο

名業作ふ
-

414
同

29 

bコ
45 

16 

9 

12 

39 

2 

35 

246 

立φf
 

キ
la働労作畑

l
i
l
-
-

の女一一一女女長注

妻

24 

53 

45 

16 

9 

11 

39 

2 

34 

232 

主
一

6

7

一
一
一

l

営
一

経
一

地

付

草

肥

耕

除

穫

荷

他

整

植

の

計

転

種
耕

播

除

施

中

防

収

出

そ

14 

八
ムノ、

ふ-
品
百
一
回

4月 3 7 

5 55 

6 Eコ 5コ

7 B 63 71 

8 3 47 49 

9 6 6 

10 

11 B B 

計 14 232 246 

第 B表畑作労働時間
〈月別・続柄別〕

(単位ー時間)

妻|経営主|

注(1) 第 7表注参照.

(2) 12月から翌年 3月まで畑作

労働はない.

育
苗
・
本
回
整
備
の
四
月
、
補
植
・
水
管
理
・
草
刈
り
の
六
月
、
水
管
理
・

草
刈
り
の
八
月
と
三
つ
の
月
で
あ
る
。
二
一
月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で
の

四
ヵ
月
聞
は
、
稲
作
業
が
な
い
。
昔
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
冬
期
間
の
堆
肥

運
搬
や
稲
ワ
ラ
加
工
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
ナ
メ
コ
栽
培
や
冬
期

農
外
就
労
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

畑
作
は
、
そ
の
大
部
分
を
妻
、
が
一
人
で
お
こ
な
う
(
第
7

A

表
お
よ

び
第

7
l
B
表
)
。
す
な
わ
ち
、
総
畑
作
労
働
時
間
二
四
六
時
間
の
う
ち
、

妻
が
九
四
%
(
二
三
二
時
間
)
を
占
め
、
経
営
主
は
六
%
(
一
四
時
間
)

に
す
ぎ
な
い
。
経
営
主
が
お
こ
な
う
畑
作
業
種
類
は
、
耕
転
・
整
地
、
播

種
・
植
付
け
、
防
除
な
ど
で
あ
る
。
一
一
一
人
の
娘
た
ち
の
畑
作
労
働
は
な
い
。

畑
作
労
働
時
間
の
多
い
月
は
、
五

t
八
月
で
あ
る
(
第
8
表)。



(単位:時間〉

女|

ナメコ労働湾問(作業種類別，続柄別〉第9-A表

計

77 

5 

21 

517 

283 

416 

38 

1，353 

29 ' 

女|三

285 

132 

246 

12 

615 I 17 

17 

妻主
一

3

5

1
ゐ

8

7

0

6

4

-一一

5

2

4

3

7

2

6

一

円

4
1
1ゐ
司

L

〆

D

骨
口
一

経

原材料整備など

混合・箱づめ

消 毒

槌菌

管 理

採取

出 荷

33 計

「原材料整備など! 5種の作業内容と労働時間
(単位時間〉

第 9-B表

荷

12 

27 

出

バッ Fづ
め

'lJ 
LムJ 荷

| 管沼|

3 I箱出し入 178

9 I ;れ
棚さし

ナメコ開
放

92 

13 

毒

2 

7肖

舎

防

布

毒

コ

コ

散

し

メ

毒

メ

剤

出

消

ナ

消

ナ

虫

釜

混合・箱づめ|

2 

オガ屑箱
づめ

オガ屑ね
り

原材料整備など i
9 

26 

4 

古床始末

さのこ舎片
付・掃除

棚っくり・
整理

ナメコ箱っ
くり・修理

オガ屑運搬
.整理

7 21 

注 なお， i管理」のうち「箱出し入れ」は，植菌の終わった箱を山林借用地，

宅地から東へほぽ 2kmの林へ運び(箱出し)，それを屋敷内へ持ち帰る(箱入

れ〉ことである.また「棚さし」は，林から持ち帰った箱をナメコ舎に納める

ことである. iナメコ開放」は，ナメコの通風をはかることである.

ナ
メ
コ
栽
培
は
、
主
と
し
て
経
営

主
と
妻
が
お
こ
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
六

0
0時
間
以
上
を
費
や
し
て
い
る

(第
9
l
A
表
お
よ
び
第
9
|
B
表)。

作
業
種
類
を
便
宜
上
七
種
に
分
類
し

た
。
混
合
・
箱
づ
め
お
よ
び
消
毒
作

業
は
、
専
ら
経
営
主
が
お
こ
な
い
、

そ
の
ほ
か
の
諸
作
業
は
、
夫
婦
と
も

に
お
こ
な
う
。
一
二
人
の
娘
た
ち
は
、

植
菌
な
ど
若
干
の
手
伝
い
を
す
る
。

ナ
メ
コ
労
働
時
間
を
月
別
に
み
る
と
、

三
月
が
三

0
0時
間
を
超
え
て
最
も

多
く
、
つ
い
で
一
一
月
、
二
月
、
九

月
、
六
月
、
一
二
月
の
順
で
あ
る

(第

ω表
)
。
五
月
と
七
月
は
、
ナ
メ

コ
労
働
が
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
ナ

メ
コ
栽
培
は
、
稲
作
労
働
の
谷
か
稲

作
労
働
の
全
く
な
い
時
期
に
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
農
業
労
働
時
間
の
分
析
を

要
約
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

八
七
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ナメコ労働時間(月別・続柄別〕
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胃

i
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u
q
u
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q
u
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'
h
V
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1
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1
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|長
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ナ
'

《
μ働労コメナ+ホ

1
1
1
1
一月勺

dk
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64 

84 

73 

123 

51 

15 

84 

122 

615 

妻

第 10表

|経営主|
9 

68 

2 

89 

17 

137 

53 

13 

108 

169 

664 

月4

6

8

9

0

1

2

1

2

3

L

l

 一二

八
八

る
。
総
農
業
労
働
時
間
に
お
け
る
各
成
員
の
割
合
を
み
る
と
、
経
営
主
五

七
・
八
%
、
妻
三
七
・
七
%
、
長
女
一
・
二
%
、
二
女
二
・
O
%
、
三
女

一
・
三
%
(
前
掲
第
4
表
参
照
)
と
な
り
、
役
割
分
担
と
し
て
経
営
主
夫

婦
が
農
業
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
経
営
主
は
妻
よ

り
二
O
%
多
く
農
業
労
働
に
従
事
し
て
い
る
。
事
務
職
員
の
長
女
と
二
女
、

そ
し
て
高
校
生
の
三
女
の
農
業
労
働
は
、
手
伝
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
農
業
労
働
に
は
季
節
性
が
あ
る
。

B
農
家
に
お
け

る
稲
作
と
ナ
メ
コ
労
働
の
月
別
配
分
を
み
る
と
、
ナ
メ
コ
労
働
の
ピ

i
ク

は
、
稲
作
労
働
の
谷
か
稲
作
労
働
の
全
く
な
い
月
に
配
分
さ
れ
て
い
る

(
後
掲
第
ロ
表
、
第
二
図
、
第
三
図
参
照
)
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
総

農
業
労
働
時
間
の
月
別
配
分
は
均
平
に
な
ら
ず
、
一
二
つ
の
山
と
三
つ
の
谷

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
三
つ
の
山
は
、
玉
、
六
月
(
田
植
え
)
、

一
O
月
(
稲
刈
り
)
、
三
月
(
ナ
メ
コ
植
菌
)
で
あ
り
、
三
つ
の
谷
は
、
四

月
、
八
月
、
一
二
、
一
月
と
な
っ
て
い
る
。
三
つ
の
谷
の
中
で
最
も
深
い

谷
に
あ
た
る
一
二
、
一
月
に
、
経
営
主
が
道
路
工
事
の
日
雇
に
出
る
。

。“

注.

兼
業
労
働
時
間

経
営
主
は
、
農
閑
期
に
あ
た
る
一
一
一
月
と
一
月
に
三

0
0時
間
を
超
え

る
土
建
労
働
(
道
路
工
事
)
に
従
事
し
て
い
る
(
第
日
表
)
。
妻
は
、
友
人

に
頼
ま
れ
甘
納
豆
の
選
別
作
業
を
、
内
職
と
し
て
わ
ず
か
二
八
時
間
お
こ

な
っ
た
。
長
女
と
二
女
は
、
と
も
に
事
務
職
員
で
あ
る
が
、
長
女
が
二
五

0
0時
間
を
超
え
る
の
に
対
し
て
、
二
女
は
一
玉

0
0時
間
で
あ
る
。
こ
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第 11表

の一

0
0
0時
間
の
差
の
あ
る
理
由
は
、
長
女
が
新
庄

市
街
地
へ
の
毎
日
の
勤
務
(
も
ち
ろ
ん
日
曜
・
祭
日
は

除
く
)
で
あ
る
の
に
、
二
女
は
勤
務
者
か
角
沢
部
落
内

の
小
学
校
で
あ
る
上
に
夏
・
冬
休
み
が
あ
る
た
め
で
あ

る
。
な
お
、
長
女
は
、
事
務
職
員
と
し
て
の
労
働
以
外

に
、
家
庭
教
師
と
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
。

以
上
、
農
業
お
よ
び
兼
業
労
働
時
間
に
つ
い
て
み
て

き
た
が
、
年
間
の
総
労
働
時
聞
は
、
第
ロ
表
・
第
二
図
・

第
三
図
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う

に
、
兼
業
労
働
時
聞
が
農
業
労
働
時
間
を
上
回
る
月
が

大
部
分
で
あ
る
。
農
業
労
働
時
聞
が
兼
業
労
働
時
間
よ

り
も
多
い
月
は
、
田
植
え
、
が
お
こ
な
わ
れ
る
五
月
だ
け

で
あ
る
。
経
営
主
夫
婦
の
農
業
労
働
時
間
三

O
三
八
時

間
よ
り
も
、
長
女
と
二
女
の
兼
業
労
働
時
間
四
ニ

O
八

時
間
は
、
一

0
0
0時
間
以
上
も
多
い
。
こ
う
し
て
、

年
間
の
農
業
労
働
時
聞
が
三
一
八
一
時
間
、
兼
業
労
働

時
聞
が
四
五
四
八
時
間
、
総
労
働
時
間
が
七
七
二
九
時

間
と
な
る
。
続
柄
別
に
総
労
働
時
聞
を
み
る
と
、
長
女

が
二
六
七
二
時
間
で
最
も
多
く
、
つ
い
で
経
営
主
一
一
一

六
三
時
間
、
二
女
一
六
三
七
時
間
、
妻
一
一
二
六
時
間
、

三
女
四
二
時
間
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働

八
九
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第 12表労働時間(月別，農業・兼業別，続柄別〉

(単位:時間， ( )内は日数)
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農業3部門および兼業労働時間(月別〕第 2図

時間
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400 
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3 
月

日
数
を
続
柄
別
に
み
る
と
、

経
営
主
が
三

O
七
日
で
最
も

多
く
、
つ
い
で
長
女
二
八
四

日
、
妻
二
三
八
日
、
二
女
二

一
五
日
、
三
女
一
五
日
の
順

と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、

B
農
家
の
娘
た
ち

の
農
外
就
業
は
、
家
の
再
生

産
の
た
め
に
お
こ
な
っ
て
い

る
経
営
主
の
冬
期
農
閑
期
に

お
け
る
土
建
日
雇
就
業
と
は

性
格
、
が
異
な
る
。
前
節
の
注

(

B

)

に
述
べ
た
よ
う
に
、
娘

た
ち
は
、
食
費
と
し
て
月
々

二
万
円
程
度
の
金
を
親
に
渡

す
に
す
ぎ
な
い
。
家
の
再
生

産
過
程
に
お
け
る
経
過
的
な

農
家
世
帯
と
し
て
の
兼
業
で

あ
り
、
そ
の
限
り
で
の
多
就

業
形
態
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
経
営
主
の
よ
う
な
家
の

2 
}j 

1 
J] 

12 
}j 

九
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〈単位:時間，分〕

女|ニ女!三

8.03 I 4.5コ

7.491 11.11 

7. 17 1 10.38 

0.32 I 0.34 

8.08 I 7.5ヲ

24.∞ 24∞| 
したがって睡眠時間は午前と

年間 l日平均生活時間第 13表

l長
3.41 1 

13.47 ' 

12.03 1 

1.44 ! 

6.31 1 

24。コ|

注(1)日の生活時間を O時から24時までとした.

午後の睡眠時間の合計である.

(2) 外泊にかかわる日は，この計算から省いた.

(3) 合計が合わない場合があるのは， 3コ秒以上と未満はそれぞれ切り上げ，切

り捨てとしたためである.以下向じ.

(4) 三女の自宅外生活時間 5時間32分のうち学校が 5時間19分(上段〉学校以

外が(13分〉下段である.

女

0.08 

17.14 

11.42 

(519 
0.13 
6.38 

24.00 

妻

労働 時 間

消費的生活時間

f在宅
うち{

L自宅外

眠時 間
=， 
"丁

陸

再
生
産
の
た
め
の
兼
業
と
、
娘
た
ち
の
よ
う
な
そ
う
で
な
い
兼
業
と
は
区

別
さ
れ
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

同
消
費
的
生
活
時
間
構
造

川
在
宅
消
費
的
生
活
時
間

在
宅
消
費
的
生
活
時
間
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た
時
刻
調
査
し
か
お
こ

な
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
在
宅
消
費
的
生
活
時
間
の
総
量
は
、
総
生
活

時
間
か
ら
労
働
時
間
と
自
宅
外
消
費
的
生
活
時
間
を
差
し
引
い
た
数
値
と

し
て
一
不
さ
れ
る
。
第
ゆ
表
は
、
そ
の
一
日
平
均
で
あ
る
。
第
同
表
に
よ
れ

ば
、
当
然
な
が
ら
労
働
時
間
の
多
い
も
の
ほ
ど
消
費
的
生
活
時
聞
が
少
な

い
。
高
校
生
の
三
女
は
と
も
か
く
と
し
て
、
恒
常
的
に
勤
務
に
通
う
長
女

の
労
働
時
聞
が
、
八
時
間

O
コ
一
分
で
最
も
多
く
、
消
費
的
生
活
時
聞
は
七

時
間
四
九
分
で
最
も
少
な
い
c

妻
の
労
働
時
間
は
、
三
時
間
四
一
分
と
最

少
で
、
消
費
的
生
活
時
聞
は
、
一
三
時
間
四
七
分
と
最
も
多
い
。
妻
が
家

事
担
当
者
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
在
宅
消
費
的
生
活
時
間
の
内
容
は
、
い
う
ま
で
も
な

(

l

)

 

く
、
家
事
的
・
文
化
的
・
生
理
的
生
活
時
間
な
ど
で
あ
る
。

N
H
K
の
生

活
時
間
調
査
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
五
年
と
五
五
年
の
一

0
年
間
の
比
較
を

と
お
し
て
、
農
林
漁
業
者
の
一
般
的
動
向
を
み
て
お
こ
う
。
第
同
表
は
、

農
林
漁
業
者
の
平
日
に
お
け
る
各
生
活
行
動
の
生
活
時
間
量
で
あ
る
。
こ

の一

0
年
聞
に
労
働
時
間
(
仕
事
、
家
事
、
通
勤
の
合
計
)
が
五
二
分
減

九



農林漁業者の平日における生活時間量 (NHK調査〕

一一昭和昨日時との比較一一

第 14表

a-b 

+0.07 

+0.02 

+0.02 

-1.14 

-0.03 

十0.11

-0.01 

-0.04 

+0.04 

十0.06

斗0.03

土0.00

+0.14 

+0.12 

+0.05 

+0.13 

+0.37 

8.05 

1. 37 

0.51 

6αコ

O.OC 

2.32 

0.40 

0.18 

0.23 

0.44 

0.38 

0.15 

0.30 

0.21 

0.18 

0.34 

3.59 

55 年
(b) 

引|一
和 45
(a) 

7.58 

1. 35 

0.49 

7.14 

0.03 

2.21 

0.41 

0目 22

0.19 

O. 38 

0.35 

0.15 

0.16 

0.09 

0.13 

0.21 

3.22 

ず い み ん

食事

身 のまわりの用事

仕 事

学業

家事

{総数

交際{個人的つきあい

l社会的つきあい

休養{総 数
l <つろぎ・休息

ジャー活動

移動(2 2 
間・雑誌・本

ジオ

レビ

レ

新

ラ

テ

+0.11 

-0.52 

+0.54 

-0.03 

10. 34 

8.53 

5.51 

0.48 

10.23 

9.45 

4.57 

0.51 

需

働

数

外

必活生

労

在

起 床

注(1) 資料は，

55年度.

(2) 数値は，それぞれの行動をおこなわなかった者まで含めた平均である.

(3) 調査時期は両年度とも IO月である.

(4) 生活必需は，すいみん，食事，身のまわりの用事の合計である.

(5) 労働は，仕事，家事，通勤の合計である.

(6) 余暇は，個人的つぎあい， <つろぎ・休息，

本， ラジオ，テレピの合計である.

(7) なお，この表では昭和55年度調査の用語を使用したが，昭和45年度調査で

は異なる用語を用レているので参考のため掲げておく.農林漁業者は農林水

産業従事者，レジャー活動は趣味・娯楽であった.

l B:2;lzl 
日本放送協会放送世論調査所『圏民生活時間調査』昭和45年度，

+0.05 

十0.57

者

者

宅

宅

宅

在

九
四

レジャー活動，新聞・雑誌・



少
し
、
余
暇
時
間
(
個
人
的
つ
き
あ
い
、
〈
つ
ろ
ぎ
・
休
息
、

活
動
、
新
聞
・
雑
誌
・
本
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ピ
の
合
計
)
が
五
四
分
増
加

し
た
こ
と
が
最
大
の
変
化
で
あ
る
。
労
働
時
間
の
内
容
に
つ
い
て
い
え
ば
、

家
事
時
聞
が
一
一
分
、
通
勤
時
聞
が
一
一
一
分
増
加
し
た
が
、
仕
事
時
間
が

一
時
間
一
四
分
と
大
き
く
減
少
し
た
。
余
暇
時
間
の
内
容
で
は
、
個
人
的

つ
き
あ
い
が
四
分
減
少
し
、
レ
ジ
ャ
ー
活
動
に
増
減
が
な
か
っ
た
ほ
か
は

す
べ
て
増
加
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
く
つ
ろ
ぎ
・
休
息
が
三
分
、
新
聞
・

雑
誌
・
本
が
五
分
、
ラ
ジ
オ
が
一
三
分
と
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
て
い
る

な
か
で
、
テ
レ
ビ
が
三
七
分
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
す
い
み
ん
は
、

七
時
間
五
八
分
か
ら
八
時
間
O
五
分
と
、
七
分
増
加
し
た
。

在
宅
消
費
的
生
活
時
間
に
つ
い
て
は
、
か
ぎ
ら
れ
た
時
刻
調
査
し
か
お

こ
な
わ
な
か
っ
た
の
で
、

B
農
家
家
族
成
員
の
在
宅
消
費
的
生
活
行
動
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
か
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
時
刻
調
査
か
ら
得
ら
れ

た
か
ぎ
り
で
の
B
農
家
家
族
成
員
の
生
活
行
動
の
特
徴
を
う
か
が
っ
て
み

よ
う
。
第
ゆ
表
は
、
起
・
就
床
時
刻
、
睡
眠
時
間
、
食
事
開
始
時
刻
の
月

平
均
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
例
示
的
に
家
銭
五
人
の
四
季
の
生

活
を
み
た
の
が
第
四
図
で
あ
る
。

レ
ジ
ャ
ー

起
床
:
:
:
経
営
主
と
妻
は
、
五
月
か
ら
一

O
月
ま
で
六
時
以
前
に
起
床

す
る
。
一
二
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
は
六
時
過
ぎ
に
起
床
す
る
。
四
月
と

一
一
月
は
移
行
期
で
あ
る
。
日
曜
・
祭
日
で
も
起
床
時
刻
に
大
き
な
差
異

は
な
く
、
年
平
均
で
平
日
よ
り
も
経
営
主
は
六
分
、
妻
は
五
分
遅
い
に
す

《
ノ

l
ト
》

生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

ぎ
な
い
。
妓
た
ち
は
、
親
の
起
床
時
刻
よ
り
ほ
ぼ
一
時
間
半
遅
い
。
長
女

は
、
七
時
か
ら
七
時
三

O
分
の
聞
に
起
床
し
、
新
庄
市
街
地
の
勤
務
先
へ

八
時
頃
出
か
け
る
。
二
女
は
、
七
時
半
か
ら
八
時
の
聞
に
起
床
し
、
八
時

二
O
分
頃
部
落
内
の
勤
務
先
に
出
か
け
る
。
三
女
は
、
六
時
四

O
分
頃
起

床
し
、
七
時
二

O
分
頃
出
か
け
、
七
時
五
五
分
発
福
島
行
き
の
普
通
列
車

に
乗
り
、

0
高
校
に
通
う
。
た
だ
し
、
日
曜
・
祭
日
の
娘
た
ち
の
起
床
時

刻
は
さ
ら
に
遅
く
な
り
、
年
平
均
で
平
日
よ
り
も
長
女
は
五
五
分
、
二
女

は
五
八
分
、
二
一
女
は
一
時
間
五

O
分
も
遅
い
。

就
床
:
:
:
経
営
主
、
妻
、
長
女
、
二
女
の
四
人
は
、
ほ
ぼ
同
時
刻
の
二

三
時
か
ら
二
四
時
の
聞
に
就
床
す
る
。
し
か
し
、
短
大
入
試
を
め
ざ
す
三

女
の
就
床
は
、
一
時
か
ら
二
時
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
受
験
勉
強
が
終
わ

る
三
月
に
は
、
家
族
全
員
の
就
床
時
刻
が
揃
う
よ
う
に
な
る
。
た
だ
、
土

曜
日
の
就
床
は
、
年
平
均
で
平
日
と
比
較
し
て
遅
く
、
と
く
に
三
女
は
三

四
分
遅
い
(
経
営
主
八
分
、
妻
が
三
分
、
二
女
が
一

O
分
遅
く
、
長
女
が

一
分
早
い
)

0

睡
眠
時
間
:
:
:
起
・
就
床
時
刻
か
ら
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
経
営
主
、

妻
、
三
女
の
年
平
均
睡
眠
時
聞
は
、
ほ
ぽ
六
時
間
三

O
分
で
あ
る
。
二
女

が
七
時
間
四

O
分
、
長
女
が
八
時
間
一

O
分
で
あ
る
。
と
く
に
三
女
の
場

合
に
は
、
入
試
の
前
後
に
お
い
て
睡
眠
時
間
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
入
試
前
の
一
一
月
に
は
、
わ
ず
か
四
時
間
五
一
分
の
睡
眠
時
間
で

あ
る
が
、
入
試
後
の
三
月
に
は
、
九
時
間
一
六
分
と
二
倍
近
い
睡
眠
時
間

九
五



時間，食事開始時刻(月平均〉

10 11 12 15配月 1 2 

5.52 6.01 I 6.15 6.38 6.32 

5.45 5.59 6.08 6.15 6.27 

7.22 7.50 7.43 7.36 7.59 

7.42 8. 10 8.17 8.22 8.15 

7.03 7.26 7.44 7.51 8. 14 

23.31 23.42 23.18 23.20 

23.05 23.10 23.03 23.54 22.54 

23.10 23.09 23.19 23.20 23.06 

23.39 23.55 0.15 0.09 i 24.00 

1. 36 2.38 2.25 1. 38 23.29 

6.23 6.20 6.56 7.11 

6.39 6.49 7.04 6.22 7.31 

8.02 8.42 8.23 
a al19 7| 

8.52 

8.05 8.17 7.56 8.17 

5.28 4.51 5.34 6.27 8.47 

7.48 7.54 7.41 I 7.55 8.07 

7.54 7.59 8.17 8.23 8.07 

8.07 8. 16 8.14 7.56 8.18 

8.15 8.30 8.37 8.39 8.34 

7.26 7.41 8.05 8.06 8.35 

12.25 12.36 I 12.09 

12.24 12.42 12.41 12.16 12.2ヲ

12.23 12.53 12.43 12.54 12.30 

12.29 12.48 12.4ヲ l 12.30 

12.44 13.32 13.40 I 12.30 

18.42 18.31 18.03 18.24 

18.44 18.31 18.05 18.00 18.27 

19.09 18.42 18.10 18.25 

18.42 18.30 18.03 18.0コ 18.24 

18.30 18.03 18.00 18.24 

〈単位時間，分〉

3 1 年平均

6.29 5.56 

6.24 5.52 

7.49 7.23 

8.04 7.49 

8.19 7.23 

23.29 23.26 

23.06 23.19 

23.10 23. 16 

0.11 23.52 

23.04 0.50 

7.Cコ 6.30 

7.20 6.32 

8.40 8.07 

7.50 7.39 

9.16 6.36 

8.02 7.48 

8.08 7.57 

8.16 8.04 

8.25 8.21 

8.39 7.46 

12.19 12.23 

12.20 12.25 

12.18 12.29 

12.17 12.28 

12.20 12.43 

18.25 18.51 

18.25 18.59 

18.30 19.05 

18.30 18.46 

18.54 

九
ノ、



第 15表起・就床時刻，睡眠

[54年 4月! 5 6 7 B ヲ

経営主 5.53 5.33 5.29 5.30 5.44 

妻 6.04 5.32 5.35 5.29 5.19 5.36 

起 床 時 刻 |長女 7.05 6.59 7.04 7.06 7.01 7. II 

7.21 7.40 7.41 

ー女 7.18 6.58 6.41 6.47 7.33 7.02 

経営主 23.09 23.18 

妻 22.59 23.19 23.53 23.25 23.32 23.22 

就床時刻!長女 23.12 23.25 23.34 ! 23.18 22.59 

二女 23.35 23.29 23.33 23.53 0.07 

|三 女 0.51 0.28 24.00 O. II 0.54 1. 23 

6.28 6.03 6.02 6.24 

7.01 6.11 5目 43 6.02 5.47 6.14 

睡眠時間 i長奏女 7.52 7.31 7.33 7.48 7.46 8.14 

二 女 7.49 7.51 7.44 8.00 7.51 7.34 

ー 女 6.27 6.40 6.45 6.34 6.45 5.39 

7.45 7.46 7.46 

朝食開始 妻
7.33 7.40 7.49 7.47 7.54 7.50 

待費j 長女 7.51 7.58 8.04 8.01 8.00 

二女 8.03 8.07 8.22 8.15 

三女 7.34 7.12 7.09 7.20 8.07 i 7目 35i 

経営主 12.13 

昼食開始 i長妻
12.23 12.27 12.24 12.22 12.16 

時刻j 女
12目 28 12.20 i 12.20 12.22 

二 女 12.26 12.28 12. 20 12.21 

| 三女 12.43 12.23 12.20 12.58 

(経営主 19.08 19.30 19.17 

九
19.15 19.55 20.10 19.55 19.21 

七 19.20 20.04 19.31 

19.24 19.12 19.03 

ー 女 19.11 19.38 19.33 19.31 19.24 19.13 



の生活
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生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

と
な
っ
た
。
家
族
全
員
に
と
っ
て
い
え
る
こ
と
は
、
冬
期
の
睡
眠
時
間
が

そ
れ
以
外
の
季
節
よ
り
比
較
的
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
さ
き

に
み
た
N
H
K
調
査
の
農
林
漁
業
者
の
睡
眠
時
間
(
ほ
ぽ
八
時
間
)
の
水

準
か
ら
み
る
と
、
経
営
主
と
妻
の
睡
眠
時
間
(
六
時
間
三

O
分
)
は
著
し

く
少
な
い
。

食
事
開
始
時
刻
:
:
:
自
宅
に
お
け
る
三
食
に
つ
い
て
、
家
族
全
員
が
食

事
を
し
て
い
る
回
数
は
、
朝
食
三
一
二
回
、
昼
食
コ
二
回
、
夕
食
二
七
九

回
で
あ
る
。
昼
食
の
回
数
が
少
な
い
の
は
、
娘
た
ち
、
が
勤
務
先
や
学
校
で

食
事
を
す
る
か
ら
で
あ
る
。
家
族
全
員
が
食
事
を
し
て
い
る
回
数
の
う
ち
、

同
時
刻
に
食
事
を
開
始
し
て
い
る
回
数
は
、
朝
食
が
わ
ず
か
八
回
、
昼
食

が
一
九
回
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
夕
食
が
圧
倒
的
に
多
く
一
一
一
一
一
回
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
家
族
全
員
が
揃
っ
て
食
事
を
す
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
夕

食
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
子
の
日
常
的
な
接
触
が
余
裕
を
も

っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
時
間
帯
は
、
夕
食
か
ら
就
床
ま
で
の
間
で
あ
る
。

農
作
業
が
あ
る
と
き
は
、
経
営
主
と
妻
が
同
時
に
食
事
を
と
る
。
出

勤
・
登
校
時
間
に
差
の
あ
る
三
人
の
娘
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
朝
食

を
と
っ
て
い
る
。

以
上
の
時
刻
調
査
か
ら
、
家
族
成
員
聞
に
は
、
時
間
配
分
に
差
異
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
じ
農
家
家
族
の
中
で
、
農
業
者
と
し
て
の
経
営
主

と
妻
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
長
女
と
二
女
、
そ
し
て
高
校
生
と
し
て

の
三
女
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
採
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

O 
O 

ω
自
宅
外
消
費
的
生
活
時
間

消
費
的
生
活
時
間
の
多
少
が
、
労
働
時
間
の
多
少
と
関
連
が
あ
る
こ
と

は
、
す
で
に
述
ベ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
宅
外
消
費
的
生
活
時

間
に
つ
い
て
は
、
た
だ
単
に
労
働
時
間
の
多
少
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
つ
き
あ
い
の
程
度
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
多
少
に
応

じ
て
、
自
宅
外
の
消
費
的
生
活
時
間
の
多
少
が
決
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
ま

た
、
つ
き
あ
い
を
例
に
と
っ
て
も
、
部
落
、
親
成
、
友
人
と
の
か
か
わ
り

あ
い
が
、
家
族
成
員
の
立
場
に
よ
っ
て
も
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

先
に
掲
げ
た
第
ゆ
表
の
年
間
一
日
平
均
生
活
時
間
に
み
る
と
お
り
、
一
一
一

女
の
自
宅
外
消
費
的
生
活
時
聞
が
五
時
間
三
二
分
で
最
も
多
い
。
し
か
し
、

こ
れ
は
、
高
校
に
要
し
た
時
聞
が
大
部
分
で
、
そ
れ
以
外
の
時
間
は
、
わ

ず
か
一
三
分
で
家
族
成
員
中
最
も
少
な
い
。
つ
い
で
多
い
の
が
妻
で
一
時

間
四
四
分
、
つ
い
で
経
営
主
一
時
間
三
三
分
、
二
女
三
四
分
、
長
女
=
三

分
と
な
っ
て
い
る
。
自
宅
外
消
費
的
生
活
行
動
を
、
便
宜
上
つ
ぎ
の
よ
う

に
分
類
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
凶
表
の
総
括
表
に
示
し
た
と
お
り
、

ω諸

会
合
、
同
交
際
、
同
学
校
・
受
講
、
倒
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
倒
買
物
、

問
送
り
迎
え
そ
の
他
で
あ
る
。

ω
諸
会
合

こ
こ
に
は
、
社
会
的
つ
き
あ
い
の
か
な
り
の
部
分
が
含
ま
れ
る
。
部
落

組
織
を
は
じ
め
、
農
協
、
学
校
な
ど
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
(
第
げ
表
)
。

こ
の
諸
会
合
を
さ
ら
に
、
刊
自
治
、
同
農
業
経
営
、
的
生
活
改
善
に
分
け



第 16表 自宅外消費的生活時間(総括〕
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仏)諸会合 1584(72)1 234(目 玉 沢 2)

(鴎交 際 1156(22)1 253( 29)1 166(21) 

(c)学校・受講|一 1 12C( 26)1 85(23) 

(D)レ Pリェー 111 'If "J ~"， I "'7'::if 1 L "，1 
ショ γ1112(34)1 73( 16)1 57( 5) 

倒買 物 16( 2)¥ 49( 15)1 7( 2)1 16( 3)1 12( 4)1 8ヲ(26) 

(別送り迎えその他 122( 12)1 326( 54)1 1 7( 12)1 5( 3)i 257( i 9)1 627( 1∞〉

計 |向問幻879穴叩(ο142の矧)河川11，0叫 16η 3お町(6叫 勾226(5引川lり)12同2μ，2羽抑ヲ7κ(24“叫6の仰〕

第 17表諸 ぷ32〉若、 合仏〉
〈単位:時間， ( )内は日数〉

i経営主| 奏 |長女|二女|三女 1 計

付) 自治(計) 242(32) ぉ(14)1 3ベー 329(48) 

部落役員会・隣組 50( 10)1 46( 4) ー 97(14) 

小学校 12( 2)1 3( 2) ー 15( 4) 

交通安 全 20( 3) 20( 3) 

道 路 6( 3)! 6( 3) 

林 野 1O( 2)， 1O( 2) 

古峯 講 85( 4) 85( 4) 

選 挙 80(11) 16( 5) 3(2) 98(18) 

(ロ) 農業経営(言十〉 I 342(40) 342(40) 

農 協 297(29) 2ヲ7(29)

堰掃除 IC( 4) 1O( 4) 

最上川揚水，土地基盤整 8( 3) 8( 3) 備事業地図下見，説明会

転作説明会 4( 1) 4( 1) 

その他 24( 3)1 24( 3) 

O 州生活改善(計〉 14ヲ(15) 5(1) 154(16) 

生活改善役員会，総会 i 116(10) 116(10) 

多各 実演会，展示会 20( 2) 20( 2) 

農協婦人部 8( 2) 8( 2) 

農協まつり 5( 1)1 - 5(I)i - 5( 1) 

諸会合(計〕 :日4σ2)1則的[叫 5(1): - !包5(1刊
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ト
》

生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

た。

川
自
治
に
関
す
る
会
合

主
と
し
て
部
落
自
治
に
関
わ
る
つ
き
あ
い
で
あ
る
。
自
治
に
費
や
し
た

時
間
の
う
ち
、
経
営
主
と
妻
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
七
割
以
上
お
よ
び
三

割
弱
で
あ
る
。
経
営
主
は
、
部
落
役
員
を
務
め
る
な
か
で
、
部
落
役
員
会

(

2

)

 

(
八
日
、
四
二
時
間
)
、
新
年
会
(
一
目
、
五
時
間
)
、
隣
組
常
会
(
一
日
、

三
時
間
)
な
ど
に
出
席
し
て
い
る
。
妻
は
、
隣
組
常
会
(
一
一
一
目
、
三
五
時

間
〉
、
婦
人
部
集
会
(
一
日
、
一
一
時
間
)
に
出
席
し
て
い
る
。
小
学
校

に
関
し
て
は
、
経
営
主
が
校
庭
の
庭
木
閤
い
(
一
日
、
四
時
間
)
、
校
舎

落
成
式
(
一
目
、
八
時
間
)
に
、
妻
が
交
通
整
理
(
一
日
、
一
時
間
)
、

歓
送
迎
会
(
一
目
、
二
時
間
)
に
出
て
い
る
。
交
通
安
全
の
広
報
活
動
や

研
修
会
に
は
、
妻
が
出
か
け
て
い
る
(
三
日
、
二

0
時
間
)
。
部
落
内
道

路
の
砂
利
敷
き
、
側
溝
修
理
、
工
事
説
明
会
に
は
、
経
営
主
が
出
て
い
る

(
三
日
、
六
時
間
)
。
さ
ら
に
経
営
主
は
、
部
落
共
有
林
の
役
員
会
・
刈
払

い
(
二
日
、
一

0
時
間
)
に
出
て
い
る
。
ま
た
、
経
営
主
は
、
部
落
の
慣

ふ
る
み
お

習
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
火
難
よ
け
を
祈
願
す
る
た
め
の
古
峯
神
社

代
参
に
栃
木
県
鹿
沼
市
(
四
日
、
八
五
時
間
)
へ
出
か
け
て
い
る
。
角
沢

こ
ぶ
が
d
ら

部
落
に
は
、
古
峯
講
(
古
峯
原
諸
と
も
)
が
七
組
(
一
組
一

c
t
一
五
軒
)

あ
る
。
一
月
一
三
日
は
、
古
峯
原
様
の
縁
日
で
、
毎
年
そ
の
日
三
人
の
代

参
入
を
え
ら
ぶ
。
最
後
に
、
県
議
選
挙
の
応
援
活
動
と
投
票
で
は
、
経
営

主
が
八

0
時
間
(
一
一
日
)
、
妻
が
一
ム
ハ
時
間
(
五
日
)
、
長
女
が
三
時
間

O 

(
二
日
)
を
そ
れ
ぞ
れ
費
や
し
て
い
る
。

同
一
農
業
経
営
に
関
す
る
会
合

農
協
、
水
利
、
開
場
、
転
作
な
ど
に
関
す
る
も
の
が
、
農
業
経
営
関
係

の
会
合
に
含
ま
れ
る
。
専
ら
経
営
主
が
分
担
す
る
。
経
営
主
は
、
農
協
役

員
を
務
め
て
い
る
関
係
で
農
協
活
動
が
大
部
分
を
占
め
る
。
農
協
活
動
を

や
や
詳
し
く
み
る
と
、
役
員
会
一
四
九
時
間
(
一
七
日
)
、
米
価
要
求
大

会
八

0
時
間
(
東
京
都
、
五
日
)
、
部
落
座
談
会
一
六
時
間
(
二
日
)
、
農

協
総
会
一

0
時
間
(
一
日
)
、
農
協
理
事
選
挙
九
時
間
(
二
日
)
、
肉
牛
共

進
会
八
時
間
(
一
日
)
、
い
も
煮
会
七
時
間
(
一
白
)
、
農
協
へ
所
用
二
時

間
(
一
日
)
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
部
落
の
堰
掃
除
一

0
時
間

(
四
日
)
、
最
上
川
揚
水
・
土
地
基
盤
整
備
事
業
の
地
図
下
見
・
説
明
会
八

時
閉
会
一
日
)
、
転
作
説
明
会
四
時
間
(
一
日
)
、

B
農
家
の
ナ
メ
コ
出
荷

先
の
S
食
品
の
招
待
小
旅
行
(
宮
城
県
鳴
子
町
、
二
三
時
間
H
二
日
)
な

ど
が
あ
る
。

一
川
一
生
活
改
善
に
関
す
る
会
合

妻
は
、
山
形
県
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
の
理
事
を
務
め
て
お
り
、
そ

の
役
員
会
・
総
会
(
一

O
日
、
二
六
時
間
)
、
実
演
会
・
展
示
会
(
二

日
、
二

0
時
間
)
に
出
席
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
生
活
改
善
の
項
に
は
、

農
協
婦
人
部
(
二
日
、
八
時
間
)
、
農
協
ま
つ
り
(
一
目
、
五
時
間
)
に
関

す
る
妻
の
行
動
を
含
め
た
。
ま
た
、
二
女
の
五
時
間
(
一
日
)
は
、
妻
と

一
緒
に
農
協
ま
つ
り
に
出
か
け
た
も
の
で
あ
る



か倒-(的
(単位:時間， ( )内は日数〉

|経営主 妻 長女 二女|三女| 計

倒交際(計)いl凶叫(ο2ψ臼叫〔ο29勾引引)1山116“6(ο21リ〕判 5の叫)1 叫 叫 日印8κ(即

t婚骨 宇礼 157( 7): 94( 8)引| 一 1 - 1 152( 15) 

正月礼など 1 10(叫15(利引矧 1(1)1 51( 10) 

親戚・友人訪問 I 19( 4)1 21( 5)j133(15)1 - I 174( 24) 
法事など 70( 8):121(11): l( 1); 1( 1)， 7( 2)1 200( 21) 

見舞 2( 2): ート!一 2( 2) 

慰労会など | 一 |一 I 7(中6(叫 択のI 61( 均

的学校・受講(計〕 I - 11お(判的3)!87(辺〕|l，m(2111μ18(282)

(D)レクリエーション〔計)1112(34)' 73(16)' 57( 5)85(17)1 66( 7)1 393( 79) 

趣味 |“〔23〕iお(同 123(の I 125( 40) 

旅行 1 9( 1) 10( 1} 49(切6(2)1 47( 3)1 151( 10) 

スポーツ 33(ヲ) lo( 3)， - i23( 5)1 13( 2)1 84( 19) 

その他 | 4( 1) 11( 4} 8( 2) 4( 1)1 6( 2)1 33( 10) 

伺買物〔計) I 6(刻。(1ザ 7(2) 16(判 12( の1

122(1坤2己(叫 17(12)15(の|2町 19)1

lま際三どこ第 18表

89( 26) 

627(1∞〉

(B) 

実
際

こ
こ
で
は
、
冠
婚
葬
祭
や
親
戚
・
友
人
と
の
つ
き
あ
い
が
中
心
で

あ
る
。
経
営
主
と
妻
は
、
家
と
し
て
の
つ
き
あ
い
が
主
で
あ
り
、
三

人
の
娘
た
ち
は
、
交
友
や
職
場
・
学
校
で
の
つ
き
あ
い
が
主
で
あ
る

(
第
旧
安
参
照
)
。

婚
礼
に
は
、
経
営
主
が
三
回
出
席
し
て
い
る
。
最
初
は
従
弟
(
母

の
妹
の
息
子
)
、
二
番
目
は
曽
祖
父
(
婿
)
の
妹
の
嫁
入
り
先
で
あ
る

N
家
の
長
女
、
一
一
一
番
目
は
分
家
の
長
男
の
婚
礼
で
あ
る
。
従
弟
の
場

合
に
は
、
結
婚
式
(
と
披
露
宴
)
に
出
席
し
た
(
一
日
、
一
一
時
間
)

だ
け
で
あ
る
が
、

N
家
の
長
女
の
場
合
に
は
、
結
納
(
一
目
、
四
時

間
)
と
結
婚
式
(
一
目
、
一
一
時
間
)
に
出
席
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

分
家
の
長
男
の
場
合
に
は
、
豆
も
ら
い
(
五
時
間
)
、
結
納
(
八
時

間
)
、
結
婚
式
(
一
二
時
間
)
、
び
ん
酒
(
七
時
間
、
合
計
四
日
、
一
ニ

(

3

)

 

一
時
間
)
に
出
席
し
て
い
る
。
「
豆
も
ら
い
」
と
は
、
定
め
の
酒
の

(

4

)

 

こ
と
、
「
び
ん
酒
」
と
は
、
近
所
の
人
た
ち
ゃ
友
人
を
招
待
す
る
後

援
舞
の
こ
と
で
あ
る
。

妻
は
、
姪
(
姉
の
娘
)
の
結
婚
式
に
出
席
す
る
た
め
、
新
潟
市
へ

出
か
け
た
(
二
日
、
三
五
時
間
)
。
前
述
の
経
営
主
が
出
席
し
た
三

回
の
婚
礼
の
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、
妻
が
手
伝
い
に
出
か
け
て
い
る
。
す

な
わ
ち
、
従
弟
の
結
婚
式
と
後
振
舞
(
二
目
、
二
四
時
間
)
、

N
家

の
長
女
の
結
婚
式
(
一
目
、
一
二
時
間
)
、
分
家
の
長
男
の
結
納
、

(町送り迎えその他〔言十)

O 



《
ノ

I
ト
》

生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

(
八
時
間
)
、
結
婚
式
(
一
一
時
間
)
、
後
振
舞
(
四
時
間
)
の
手
伝
い
に

出
か
け
て
い
る
。

「
正
月
礼
な
ど
」
の
項
の
内
容
は
、
正
月
礼
の
ほ
か
八
幡
神
社
初
詣
、

月
お
く
れ
の
桃
の
節
句
へ
の
招
待
、
岩
田
帯
し
め
祝
、
出
産
祝
、
会
社
新

年
会
な
ど
を
含
ん
で
い
る
。

経
営
主
は
、
分
家
と
祖
父
の
実
家
へ
正
月
礼
に
出
か
け
た
(
そ
れ
ぞ
れ

六
時
間
と
三
時
間
)
。
元
日
一
に
は
、
経
営
主
・
長
女
・
二
女
の
三
人
が
、

角
沢
部
落
の
八
幡
神
社
の
初
詣
に
出
か
け
た
。
妻
は
、
従
姉
(
母
の
凡
の

娘
)
の
月
お
く
れ
の
桃
の
節
句
へ
の
招
待
(
六
時
間
)
、
分
家
の
岩
田
帯

し
め
視
(
四
時
間
)
、
同
家
の
出
産
祝
(
五
時
間
)
に
出
か
け
て
い
る
。

長
女
は
、
天
童
市
で
お
こ
な
わ
れ
た
会
社
の
新
年
会
(
二
目
、
二
四
時
間
)

に
出
か
け
て
い
る
。

「
親
戚
・
友
人
訪
問
」
の
項
に
は
、
親
戚
・
友
人
訪
問
の
ほ
か
、
親
戚

へ
の
荷
送
り
を
含
め
た
。
経
営
主
は
、
叔
父
訪
問
(
二
日
、
一
四
時
間
)
、

兄
弟
・
親
戚
へ
の
荷
送
り
(
二
目
、
五
時
間
)
を
し
て
い
る
。
妻
は
、
経

営
主
と
一
緒
に
経
営
主
の
叔
父
を
訪
問
し
、
母
の
実
家
(
二
時
間
〉
や
友

人
(
二
日
、
五
時
間
)
を
訪
ね
て
い
る
。
長
女
は
、
一
一
回
友
人
を
訪
ね

て
お
り
、
地
域
的
拡
が
り
は
、
角
沢
部
落
か
ら
千
葉
県
野
田
市
に
ま
で
及

ん
で
い
る
(
一
五
日
、
一
三
三
時
間
)
。

法
事
な
ど
で
は
、
経
営
主
が
法
事
・
葬
式
な
ど
(
六
日
、
五
三
時
間
)

に
、
ま
た
、
盆
の
親
戚
回
り
(
一
目
、
五
時
間
)
に
出
か
け
て
い
る
。
妻

一O
四

は
、
法
事
・
葬
式
な
ど
(
五
日
、
七
七
時
間
)
に
、
ま
た
、
父
・
兄
の
墓

(

5

)

 

参
り
や
親
戚
の
仏
様
参
り
(
四
日
、
一
二
四
時
間
)
に
、
さ
ら
に
、
部
落
内

の
親
戚
の
主
婦
と
櫨
餓
飢
供
養
(
一
目
、
五
時
間
)
に
出
か
け
て
い
る
。

旧
盆
の
墓
参
り
に
は
、
経
営
主
と
三
人
の
娘
た
ち
が
出
か
け
、
妻
が
留
守

番
を
し
て
い
る
。
部
落
内
の
親
戚
の
病
気
見
舞
に
は
、
妻
、
が
出
か
け
て
い

る。
慰
労
会
な
ど
は
、
す
べ
て
三
人
の
娘
た
ち
の
生
活
行
動
で
あ
る
。
長
女

は
、
会
社
の
慰
労
会
と
会
社
の
同
僚
の
送
別
会
に
、
二
女
は
、
職
員
慰
労

会
、
忘
年
会
に
、
コ
一
女
は
、
中
学
時
代
の
同
級
会
と
高
卒
後
の
送
別
会
に

そ
れ
ぞ
れ
出
席
し
て
い
る
。

附
学
校
・
受
講

三
女
は
、
高
校
へ
一
一
一
一
日
(
一
九
二
六
時
間
)
通
っ
た
。
こ
の
う
ち

に
は
、
ク
ラ
ブ
活
動
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)
、
補
習
、
模
擬
テ
ス
ト
、
文
化

祭
、
小
旅
行
、
卒
業
式
、
離
散
会
、
ク
ラ
ス
お
別
れ
会
(
合
計
一
七
日
、

一
一
子
八
時
間
)
な
刊
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ハ
6
〉

受
講
の
内
容
は
、
医
療
事
務
講
座
、
食
品
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
座
な
ど
で

あ
る
。
医
療
事
務
講
座
を
受
け
た
の
は
、
妻
、
長
女
、
二
女
の
三
人
で
あ

る
。
受
講
時
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
八
一
時
間
(
一
九
日
)
、
八
五
時
間
(
二

三
日
)
、
八
七
時
間
(
一
一
一
一
日
)
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
妻
に
は
食
品
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
講
座
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
(
三
日
、
三
三
時
間
)
が
あ
り
、
求
職

行
動
(
二
一
目
、
四
時
間
)
、
自
動
車
運
転
法
令
講
習
会
受
講
(
二
時
間
)
が



あ
る
。こ

の
よ
う
な
農
業
生
産
関
係
以
外
の
受
講
↓
資
格
取
得
行
動
の
直
接
的

理
由
は
、
妻
の
場
合
に
は
三
女
、
が
短
大
に
入
れ
ば
、
仕
送
り
を
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
資
格
を
取
っ
て
就
職
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
る
。

長
女
や
二
女
に
と
っ
て
の
受
講
は
、
臨
時
事
務
職
員
か
ら
安
定
し
た
正
職

員
へ
の
道
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。

制
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

B
農
家
家
族
成
員
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
は
、
か
な
り
活
発
と
い

え
る
。
経
営
主
は
、
三
味
線
を
習
い
、
野
球
・
ス
キ
ー
な
ど
を
し
て
い
る
。

妻
は
、
短
歌
を
習
い
、
わ
ら
び
採
り
を
し
、
ス
キ
ー
を
し
て
い
る
。
二
女

は
、
茶
花
を
習
い
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
ス
キ
ー
を
し
て
い
る
。
三
女
は
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
や
ス
キ
ー
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
家
族
全
員
が
一

t
二
度
の
旅

行
を
楽
し
ん
で
い
る
。
以
下
、
や
や
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。

(

7

)

 

趣
味
で
は
、
経
営
主
が
、
角
沢
部
落
内
の
友
人
宅
で
同
好
者
と
三
味
線

を
二
三
日
(
六
六
時
間
)
習
っ
た
。
妻
は
、
単
独
で
新
庄
市
公
民
館
の
短

歌
教
室
や
短
歌
会
の
会
合
に
五
日
(
二
五
時
間
)
参
加
し
、
角
沢
部
落
内

の
四

O
t
五
O
歳
代
の
主
婦
の
同
好
者
一
五
人
(
ほ
か
に
三

O
歳
代
の
主

婦一

O
人
の
グ
ル

1
.
7
が
あ
る
)
と
部
落
内
で
民
謡
を
二
日
(
六
時
間
)

習
い
、
部
落
内
の
親
戚
の
婦
人
三
人
と
一
日
(
六
時
間
)
映
画
観
賞
し
た
。

二
女
は
、
茶
の
稽
古
に
五
日
(
一
四
時
間
)
、
花
の
稽
古
に
四
日
(
九
時

間
)
出
か
け
た
。
茶
花
の
先
生
は
、
彼
女
の
小
学
校
時
代
の
先
生
で
、
勤

《
ノ

l
ト
》

生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

務
先
の
小
学
校
の
先
生
た
ち
四
i
五
人
と
通
っ
た
。

旅
行
で
は
、
経
営
主
と
三
女
が
、
法
事
に
呼
ん
だ
親
戚
の
人
た
ち
を
、

最
上
川
舟
下
り
・
羽
黒
山
へ
案
内
し
て
い
る
。
妻
は
「
丑
の
湯
治
」
と
い

う
こ
と
で
日
帰
り
で
最
上
町
瀬
見
温
泉
へ
出
か
け
た
。
こ
れ
は
、
角
沢
部

ご

ょ

う

(
8〉

落
内
の
五
人
の
婦
人
が
、
五
葉
会
と
い
う
楽
し
み
会
を
つ
く
っ
て
お
り
、

こ
の
年
の
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
長
女
が
、
三
日
間
の
旅
程
で
岩
手
県
花
巻

温
泉
へ
社
員
旅
行
を
、
二
女
が
、
秋
田
県
男
鹿
半
島
へ
二
日
間
の
職
員
旅

行
を
、
三
女
、
か
、
宮
城
県
の
金
華
山
へ
友
人
と
二
日
間
の
旅
行
を
そ
れ
ぞ

れ
楽
し
ん
で
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
経
営
主
と
妻
と
二
女
、
が
、
野
球
に
出
か
け
て
い
る
。

こ
の
野
球
は
、
市
の
企
画
に
よ
る
学
区
(
二
学
区
)
対
抗
と
し
て
開
催

さ
れ
、
角
沢
学
区
チ
l
ム
と
し
て
参
加
し
た
。
チ
ー
ム
編
成
に
は
年
齢
が

加
味
さ
れ
て
お
り
、
経
営
主
は
四

O
代
の
選
手
と
し
て
出
場
し
た
。
妻
と

二
女
の
場
合
は
応
援
で
あ
る
が
、
経
営
主
は
、
準
備
・
実
技
・
反
省
会
を

合
わ
せ
て
六
日
(
一
九
時
間
)
出
か
け
て
い
る
。
長
女
を
除
く
四
人
が
、

蔵
王
へ
日
帰
り
の
ス
キ
l
に
出
か
け
て
い
る
。
二
女
と
三
女
が
、
一
緒
に

市
企
画
の
サ
ー
ク
ル
活
動
と
し
て
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
(
一
日
、
三
時
間
〉
に

参
加
し
た
。
一
度
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

経
営
主
が
、
市
企
画
の
学
区
対
抗
の
駅
伝
と
市
民
運
動
会
の
角
沢
部
落
の

団
結
式
巳
出
席
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
女
が
、
職
員
体
育
大
会
と
そ
の
慰

労
会
に
参
加
し
て
い
る
。

O 
五



《
ノ

l
ト
》

生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

そ
の
ほ
か
、
妻
が
、
角
沢
地
域
内
で
部
落
内
の
親
戚
・
友
人
一
二
人
と
わ

ら
び
採
り
を
二
日
(
五
時
間
)
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家
族
全
員
が

新
庄
祭
り
・
植
木
市
に
出
か
け
て
い
る
。
最
初
は
、
妻
と
三
女
が
一
緒
に
、

つ
ぎ
は
、
長
女
が
友
人
と
、
三
番
目
は
、
家
族
全
員
五
人
で
出
か
け
て
い

る。
側

買

物

買
物
は
、
主
と
し
て
妻
の
仕
事
で
あ
る
。
買
物
に
要
し
た
時
間
の
総
数

八
九
時
間
(
二
六
日
)
は
、
必
ず
し
も
多
い
も
の
で
は
な
い
。
買
物
は
、

ほ
と
ん
ど
新
庄
市
街
地
の
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
、
商
居
な
ど
で
な
さ
れ

て
い
る
が
、
ほ
か
の
用
件
で
新
庄
市
街
地
へ
出
か
け
る
こ
と
が
多
く
、
そ

の
つ
い
で
に
買
物
を
す
る
た
め
で
あ
る
。
妻
が
大
部
分
買
物
を
す
る
ほ
か
、

経
営
主
が
、
親
戚
へ
の
土
産
物
と
し
て
将
棋
の
駒
を
天
童
市
へ
買
い
求
め

に
行
っ
た
り
、
娘
た
ち
が
、
彼
女
た
ち
の
身
の
回
り
日
間
や
友
人
へ
の
贈
物

を
買
い
求
め
る
た
め
の
若
干
の
買
物
行
動
が
あ
る
。

同
送
り
迎
え
そ
の
他

こ
こ
に
は
、
自
動
車
に
よ
る
送
り
迎
え
の
ほ
か
、
理
容
、
健
康
診
断
・

治
療
、
市
役
所
や
郵
便
局
へ
の
所
用
な
ど
を
含
め
た
。

自
動
車
に
よ
る
送
り
迎
え
は
、
大
部
分
は
三
女
を
新
庄
駅
ま
で
送
り
迎

え
す
る
も
の
で
あ
る
。
経
営
主
が
、
三
女
・
妹
・
姪
を
七
回
、
妻
が
経
営

主
・
長
女
・
二
女
・
三
女
を
一
八
回
、
長
女
が
二
女
・
一
二
女
を
一
一
一
回
そ

れ
ぞ
れ
送
り
迎
え
し
て
い
る
。
妻
の
回
数
が
最
も
多
い
。
な
お
、
自
動
車

一O
六

運
転
免
許
取
得
年
は
、
経
営
主
が
昭
和
三
八
年
、
妻
が
四

O
年
、
長
女
が

五
二
年
で
あ
る
。
元
来
、
送
り
迎
え
は
、
親
密
な
人
間
関
係
を
表
わ
す
振

舞
い
方
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
今
日
自
動
車
に
よ
る
送
迎
と
し
て
頻

繁
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
ぶ
か
い
。

理
容
で
は
、
経
営
主
が
二
回
、
妻
が
七
回
、
長
女
が
一
回
そ
れ
ぞ
れ
新

庄
市
街
地
へ
出
か
け
て
い
る
。

健
康
診
断
で
は
、
一
般
的
な
健
康
診
断
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、
ガ
ン
検

査
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
経
営
主
と
妻
は
、
市
の
保
健
所
か
ら
部

落
を
と
お
し
て
、
長
女
と
二
女
は
職
場
を
、
三
女
は
学
校
を
と
お
し
て
お

こ
な
わ
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
経
営
主
・
妻
・
二
一
女
が
、
高
校
、
市
役
所
、
郵
便
局
、
写

真
白
な
ど
へ
出
か
け
て
い
る
。

同
生
活
行
動
の
地
域
的
鉱
が
り

以
上
、
自
宅
外
の
消
費
的
生
活
行
動
を
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
農

業
労
働
を
除
き
、
兼
業
労
働
を
含
め
た
自
宅
外
生
活
行
動
の
地
域
的
拡
が

り
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
続
柄
別
、
目
的
別
、
距
離
区
分
別
に

そ
の
回
数
を
示
し
た
の
が
第
げ
表
で
あ
る
(
第
五
図
参
照
)

G

慨
し
て
い

え
る
こ
と
は
、
自
宅
外
の
生
活
行
動
が
、
か
な
り
活
発
で
あ
る
と
同
時
に
、

遠
距
離
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
五
人
の
家
族
員
が
自
宅
外
に
出
か

け
た
回
数
は
、
総
数
一
一
五
六
回
で
あ
る
。
部
落
内
二
九
八
回
(
一
二
ハ
%
)



第 19表 自宅外生活行動の目的別，距離区分別回数

(単位田岡， c )内11%)

長 女(二女 I~ |距離区分|経営主( 妻

白

諸会合 良業経営

4
m
w
 

主
ロ改

一

朗

7合

部落内
4 

4 8 
8 20 
20 40 
栃木県鹿沼市

小言十

部落内
4 

4 8 
宮城県鳴子町
東京都
鳥取県

小 計

部落内

4 

8 

80 

小計

21 (12) 
1 ( 0) 
7 ( 4) 

1 ( 0) 
1 ( 0) 

31 (18) i 

9 ( 5) 
1 ( 0) 

20 (12) 
1 ( 0) 
1 ( 0) 
1 ( 0) 

33 (19) 

2 ( 1) I 295 (84) 

6 ( 4) 
2 ( 1) 

lj(:2 ( 1) 

2 ( 1) 

1 ( 0) 

5 ( 3) 

4 ( 3) 

12 ( 8) 

2 く1)

197 (80) 

197 (80) 

1 ( 0) 

1 ( 0) 

「
昌
吉
川

H

一
1
ノ

1
ノ
、
、
ノ
、
}
ノ

一

勺

J

L

U

η

d

〆。

一
1

2

4

一/
i
、
/
t、
/
4
、
f
t
、、

↑

9

5

7

-

一
O

J

Q
ノ

ハ

ペ

υ
q
u

一
1
1

勺
ノ
白

Kυ

29 ( 3) 
3 ( 0) 
7 ( 1) 
2 ( 0) 
3 ( 0) 
1 ( 0) 

45 ( 4) 

9 ( 1) 
1 ( 0) 

21 ( 2) 
1 ( 0) 
1 ( 0) 
1 ( 0) 

34 ( 3) 

2 ( 0) 

1 ( 0) 

5 ( 0) 

4 ( 0) 

12 ( 1) 

10-¥-1 



10< 

日 白台 |距離区分|経営主| 妻 !長 ;/二 女l三 女! 計

部 落 内 10 ( 6) 2 ( 1) 1 ( 0) 
~ 4 

4 ~ B 6 ( 4) 9 ( 3) 2 ( 1) ijlj 8 ~ 20 
20 ~ 40 

一3c丸 際 40 ~ 80 3 ( 5 ( 3) 1 ( 0) 
80 ~ 
秋 回 市
新 潟 市
千葉県野田市

16l((05) ) 小言十 20 (12) 25 (16) 4 ( 2) 4 ( 2) 

音E 落 内

“i B 4 ~ B 23 ( 6) 22 ( 9) 
ρム~

校 ・受
20 ~ 40 210 (89) 

ミF 講 40 ~ 80 4 ( 3) 
仙 -EZ3 2、 市 1 ( 0) 

小言十 26 (17) 23 ( 6) 22 ( 9) 211 (90) 282 (24) 

部 落 内 27 (16) 4 ( 3) 31 ( 3) 

ー 4 9 ( 4) 9 ( 1) 
4 ~ 8 5 ( 3) 10 ( 6) 2 ( 1) 5 ( 2) 3 ( 1) 25 ( 2) 

20 ~ 40 1 ( 0) 1 ( 0) 
レクリエ}ション 40 ~ 80 2 ( 1) 1 ( 0) 1 ( 0) 2 ( 1) 6 ( 1) 

秋田県男鹿市 1 ( 0) 1 ( 0) 

宮城県金事山 1 ( 0) 1 ( 0) 

岩手県花巻市 1 (0) 1 ( 0) 

小言十 34 (20) 16 (10) 3 ( 1) 16 ( 7) I 6 ( 3) 75 ( 6) 



貝

送り迎え，その他

物
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4l (24) 
8 ( 5) 

1 ( 0) 

i jlj 

1 ( 0) 
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第 5図 角沢部落から外出先までの距離(道路による〕

男鹿市 218.0
秋田市 170.5

.k}¥'11i 
117.0 

匡亙図

〈単位 km， ( )内l主2回以上の延べ回数〉

I'J1U目ili 338.0 

I'l'f回ili 428.5 

t東京都 446.0 

l横浜市 472.0(2)

l鳥取県 1，291. 5 

ド!q子町 58.0

I~本山 151.5

注(1) 距離の計測には道路地図を使用し，道路地図で不明な場合は，マップメー

ターで言十i則した.

(2) 行先が角沢部落の場合の距離は，生活行動のなかで最も回数の多いのが，

二女の小学校の通勤なので，白宅から小学校までの距離O.25kmに統ーした.

(3) 図示したほかの行先として稲舟地区 (27.0km)がある回生活行動の回数
は 2回である.

O 



第20表 8km以上地点への目的別自宅外生活行動

日 的!行先，JIe離 (km) 経営主 i 妻 |長
竺戸't {J!J芦沢(尾花沢市) 25.51兼業(37)

女|二女|三女

自

羽根沢(鮭川村)

治|稲舟地区
赤倉(最上町)
栃木県鹿沼市

19.0 婦人部慰労会
交通安全研修会
ク広報活重む(2)27.0 

39.0 I部落役員慰労会
338.01古峯神社参拝

会
修

大
研

一

求

員

一
会
要
役

一
待
価
協

一
招
米
農

一

0
0
5
-

一
色
ふ

1.
一

一
P
U
4
A
O
J

一

一

A
吐

η
4

一

一

町

一

一
子

一
鳴

一
県
都
県

一
城
京
取

一
宮
東
烏

営経業農
合会諸 ト I I 

天童ffi 49.0 

生活改善 1
1.11形市 64.0 

上山市 77.0 

白須(沢賀最(市上大蔵村)
11. 0 

鵜杉 町) 27.0 
尾花 32.5 
村山市 37.0 
天童市 4ヲ.0
山形市 64.0 I叔父訪問

チぷマー 際 葬式 (2)

湯里子浜(鶴岡市) 66.0 
長井市 117.0 
秋田市 170.5 
新潟市 204.5 
千葉県野田市 428.5 

理事会
チ ，総会

実演会
理事会

結婚式後振舞
葬式

送別会

夫の叔父訪問
葬式
父，兄の墓参り (2)
法事

友人訪問
会社新年会
友人訪問

忘年会
友人訪問

母のi'J事
結婚式

友人訪問

l
 

l
 

l
 



l
 

l
 

l
 

的 行先，距離 (km) I 経営主 | 日 妻 |長女|二女 I:=:: 女

大才T田町 36.0 学校 (210)

学校，受講
山形市 64.0 資格試験

λ クーリ γ グ(3)
仙台市 112. J 学校の小旅行

瀬見((lH最山( 上町)
23.0 丑湯治

羽黒 羽黒町) 49.0 旅行(親戚案内) 旅行(親戚案内〕

レクリェーション
蔵王 形市) 76.0 スキー スキー スキー スキー

宮城県金華山 151. 5 旅行(友人と)
岩手県花巻市 157.0 社員旅行
秋田県男鹿市 218.0 職員旅行

貝 物 |金山町
山形市

大石田町 送
へ

女
校

一一一尚子

円

u
n
u
一

円

U

〆
0
4
一
〆
む

l
r
b

一円。

i買物 |買物

送り迎え，その他
神町(東根市〕 44.0 I姪迎え

入試手続き

三女送り(〕3〕
学校へ (2 学校へ (2)
卒業式
写真広へ 写真庖へ

入試手続ぎ 入試手続き
入試付き添い 入試

" " 
仙台市 112.5 
横浜市 472.0 

注. ( )内の数字は 2間以上の回数である.



に
対
し
て
、
部
落
か
ら
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
地
点
ま
で
出
か
け
た
回

数
が
、
三
一
八
回
(
二
八
%
)
に
お
よ
ぶ
(
第
却
表
参
照
)
。
ま
た
、
県

外
に
一
五
回
(
一
%
)
出
か
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
比
較
的
多
い
回
数
と

思
わ
れ
る
。
経
営
主
は
、
ナ
メ
コ
出
荷
先
の
招
待
会
(
宮
城
県
鳴
子
町
)
、

古
峯
神
社
参
拝
(
栃
木
県
鹿
沼
市
)
、
米
価
要
求
大
会
(
東
京
都
〉
、
農
協

役
員
視
察
(
鳥
取
県
)
な
ど
四
回
。
妻
は
、
一
一
一
女
の
入
試
付
き
添
い
(
仙

台
市
、
横
浜
市
)
、
結
婚
式
(
新
潟
市
)
、
法
事
(
秋
田
市
)
な
ど
四
回
。

長
女
は
、
社
員
旅
行
(
岩
手
県
花
巻
市
)
、
友
人
訪
問
(
千
葉
県
野
田
市
)

な
ど
二
因
。
二
女
は
、
職
員
旅
行
(
秋
田
県
男
鹿
市
)
一
因
。
一
二
女
は
、

入
試
(
仙
台
市
、
横
浜
市
)
、
旅
行
(
仙
台
市
、
金
事
山
)
な
ど
四
回
で

あ
る
。家

族
全
体
で
距
離
区
分
別
回
数
を
み
る
と
、
三
つ
の
山
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
部
落
内
二
六
%
、
四

t
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
五
%
、
ご

o
t
四
0

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
二
三
瓜
円
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
族
成
員
が
、
兼
業
や
消
費
的
生
活
行
動
に
か
か
わ
っ
て
社
会
関

係
が
凝
縮
す
る
地
点
の
区
分
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
一
つ
は
部
落
内
の
行

動
で
、
二
女
が
部
落
内
に
勤
務
先
が
あ
る
の
で
最
も
多
く
、
つ
い
で
経
営

主
が
、
諸
会
合
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
、
交
際
な
ど
で
、
さ
ら
に
、
妻
が

交
際
、
諸
会
合
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
多
い
。
二
つ
は
四

t
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
圏
域
の
行
動
で
、
長
女
が
新
庄
市
街
地
に
勤
務
先
が
あ
り
、

そ
れ
に
受
講
が
加
わ
り
最
も
多
く
、
つ
い
で
妻
が
送
り
迎
え
、
受
講
、
買

《
ノ

i
ト
》

生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

物
な
ど
で
多
く
、
経
営
主
の
諸
会
合
、
二
女
の
受
講
が
続
く
。
三
つ
目
の

二
O
t
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
域
の
行
動
で
は
、
高
校
通
学
を
す
る
三
女

が
最
も
多
く
、
つ
い
で
兼
業
労
働
に
出
か
け
て
い
る
経
営
主
が
多
い
。

注
(

I

)

農
家
の
在
宅
生
活
時
間
の
内
容
で
あ
る
家
事
的
・
文
化
的
・

生
理
的
生
活
時
間
以
外
に
、
農
業
生
産
の
節
目
か
ら
く
る
十
ナ

ブ
リ
、
カ
リ
ア
ゲ
や
農
休
日
な
ど
休
息
や
祝
の
行
事
が
あ
る
。

角
沢
部
落
で
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

サ
ナ
プ
リ
:
:
:
田
植
え
終
了
後
ほ
ぽ
一
週
間
後
に
お
こ
な
う
。

部
落
内
の
臼
植
え
の
終
了
状
況
を
見
は
か
ら
っ
て
、
部
落
で
相

談
し
て
日
々
を
決
め
る

G

一
戸
毎
に
三
日
間
お
こ
な
う
。
初
日
は

仕
事
を
す
る
。
あ
と
の
二
日
を
休
む
。
昭
和
四
八

t
四
九
年
頃

か
ら
土
・
目
隠
日
が
入
る
三
日
間
(
例
え
ば
金
・
土
・
日
曜
日
)

と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

カ
リ
ア
ゲ
:
・
:
戸
毎
に
餅
を
抱
く
c

品
目
は
田
植
え
の
と
き
に
、

田
植
見
舞
と
称
し
て
、
醤
油
、
魚
、
酒
な
ど
を
持
っ
て
町
場
の

親
戚
の
人
た
ち
が
来
た
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
カ
り
ア
ゲ
餅
を

町
出
っ

ιι

。

農
休
日
:
・
:
昭
和
三

O
年
頃
ま
で
、
毎
月
一
日
と
一
五
日
が

農
休
目
だ
っ
た
。
そ
の
後
毎
月
第
一
、
三
日
曜
日
と
な
っ
た
。

(

2

)

部
落
の
新
年
会
は
、
昭
和
国
九
年
部
落
公
民
館
が
完
成
し
て

以
来
そ
こ
で
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
新
年
会
と

し
て
部
落
の
人
た
ち
が
一
同
に
ム
一
目
す
る
こ
と
は
な
く
、
親
戚
が

相
互
に
挨
拶
回
り
を
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

一
一一一



別表 :B農家が昭和55年春の彼岸に小豆

ダンゴを配った家

EE 

Z 
N.K 

T.M 

O.K 

T.H 

O.Y 

N.S 

父系

曽祖父(婿)の実家

の妹の婚家

父の姉の婚家

の妹の婚家

の妹の婚家

祖父(婿)の実家

11 

I1 

II 

系fJJ: 

(

3

)

笹
喜
四
郎
『
か
つ
ろ
く
風
土
記
』
(
昭
和
四
七
年
)
、

ー
一
五
九
頁
の
定
め
の
酒
参
照
。

(

4

)

笹
喜
四
郎
『
前
掲
書
』
、
一
六
二
頁
び
ん
酒
参
照
。

(
5
)
B
農
家
が
、
五
五
年
春
の
彼
岸
に
別
表
の
家
に
小
豆
ダ
ン
ゴ

を
配
っ
た
。
ま
た

B
農
家
で
は
、
配
っ
た
家
か
ら
小
豆
ダ
ン
ゴ

を
も
ら
っ
て
い
る
。
昔
は
、
正
月
、
盆
、
秋
の
彼
岸
に
も
配
っ

た
。
現
在
、
小
豆
ダ
ン
ゴ
を
お
互
い
に
配
り
あ
う
こ
と
に
つ
い

て
、
意
見
が
対
立
し
て
お
り
決
着
し
て
い
な
い
。
一
つ
は
主
婦

層
の
意
見
で
「
食
べ
き
れ
な
い
ダ
ン
ゴ
を
沢
山
も
ら
っ
て
も
仕

方
が
な
い
か
ら
止
め
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
う
も
の
ο

も
う
一

M.S 祖母の』ょの焔家(母の実家)
一
五
八

一
一
四

分家

本家

注(1) 続柄は B農家の経営主からみたも

の.

(2) 合計18戸のうち角沢10戸，志津 6

戸，大谷地 l戸，新庄市街地 l戸で

ある.

K.G 

N

J

N

 

L

X

T

 

O.S 

K..T 

Ki.T 

Ki.H 

N.M 

T.K 

S.G 

の抹の熔家

M の妹のþ~}jt

B農家の分家(4代治)

Ko・ T~の畑成

JI 

II 

祖父の若勢

関 係 不 明

II 

I1 

I1 

M 

つ
は
老
婦
人
層
の
意
見
で
「
素
朴
な
気
持
で
自
分
た
ち
が
つ
く

っ
た
ダ
ン
ゴ
を
仏
様
に
あ
げ
る
こ
と
を
止
め
た
く
な
い
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

(

6

)

こ
の
医
療
事
務
講
座
は
、
県
立
新
庄
病
院
か
ら
求
人
が
あ
っ

て
開
設
さ
れ
た
と
い
う
。
受
講
者
は
七
人
で
あ
っ
た
。

(

7

)

三
味
線
の
先
生
を
金
山
町
か
ら
招
い
た
。
会
の
名
称
は
な
い
。

七
人
が
習
い
、
う
ち
角
沢
部
落
の
人
が
五
人
、
大
谷
地
一
人
、

松
本
一
人
で
あ
る
。
月
謝
は
月
三

0
0
0
円
。
先
生
の
都
合
が

つ
か
な
く
な
り
、
そ
の
後
は
三
味
線
を
習
っ
て
い
な
い
。

(

8

)

こ
の
五
葉
会
は
、
小
旅
行
や
花
見
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五



。
年
に
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
契
機
は
、
部
落
内
に
あ
る
簡
易
郵

便
局
の
積
立
貯
金
(
月
五

O
O
円
)
で
あ
っ
た
。
五
人
の
都
合

が
つ
か
ず
計
画
を
実
行
し
な
い
年
も
あ
っ
た
。

四

む
す
び
|
|
四
四
年
調
査
と
の
比
較
|
|

以
上
、

B
農
家
の
生
活
構
造
を
時
間
的
側
面
か
ら
検
討
し
た
。
ま
え
が

き
で
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
和
四
四
年
に
同
様
の
調
査
を
A
農
家
に
つ
い
て

実
施
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
と
比
較
し
な
が
ら
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

A
、
B
両
農
家
の
調
査
時
点
に
は
一

O
年
の
ズ
レ
が
あ
る
が
、
特
記
し
な

い
か
ぎ
り
、
調
査
時
点
の
状
況
で
比
較
す
る
。

付
農
業
生
産
に
お
い
て
は
、

A
、
B
両
農
家
と
も
に
水
稲
生
産
を
基

軸
と
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

A
農
家
の
自
作
田
面
積
は
二
・

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、

B
農
家
は
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
こ

の
ほ
か
、

A
農
家
で
は
、
上
荒
俣
部
落
の
圃
場
整
備
事
業
完
了
後
の
昭
和

五
O
年
か
ら
悶
六

0
ア
ー
ル
を
受
託
し
て
お
り
、

B
農
家
も
同
八

0
ア
ー

ル
の
受
託
が
あ
る
。
ま
た
、
農
業
機
械
の
導
入
状
況
も
、
多
少
の
遅
速
は

あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
稲
作
の
規
模
と
そ
の
経
営

形
態
で
は
、

A
、
B
両
農
家
に
大
差
が
な
い
と
み
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
異
な
る
点
と
し
て
、
上
荒
俣
部
落
で
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
共
同
利

用
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
角
沢
部
落
で
は
個
別
対
応
で
あ
る
こ
と
を
つ
け

加
え
て
お
こ
う
。

《
ノ
l
卜
》

生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

口
家
族
形
態
で
は
、

A
曲
演
家
、
が
二
世
代
夫
婦
の
家
族
で
あ
る
の
に
対

し
て
、

B
農
家
は
経
蛍
主
の
父
母
、
か
す
で
に
死
亡
し
て
い
る
の
で
一
世
代

夫
婦
の
家
族
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
労
働
力
構
成
か
ら
み
る
と
、

A
農
家
は
、
経
営
主
(
六
C
歳
)
、
妻
(
五
七
歳
)
、
長
男
(
一
一
王
歳
)
、

嫁
(
三
三
歳
)
の
四
人
、

B
血
望
家
は
、
経
営
主
(
四
九
歳
)
、
妻
(
四
五

歳
)
、
長
女
(
二
二
歳
)
、
二
女
(
一
九
歳
)
の
四
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
経
営
主
の
年
齢
一
一
歳
の
開
き
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
じ
直

系
家
族
の
家
族
形
態
の
循
環
過
程
の
も
と
で
の
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
お

け
る
階
梯
の
差
の
表
現
と
み
な
し
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。

M
W

こ
の
よ
う
な
阿
農
家
の
家
族
構
成
の
差
異
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
家

経
営
に
お
け
る
家
族
成
員
の
役
割
分
担
の
仕
方
の
相
違
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
て
い
る
(
以
下
第
三
求
参
照
)
。
ま
ず
、
耕
種
農
業
面
で
の
仕
事
の
分

担
を
み
て
み
よ
う
。
稲
作
に
お
い
て
、

A
農
家
で
は
、
一
ニ
五
歳
の
長
男
と

嫁
が
基
幹
的
労
働
力
で
あ
り
、
六

C
歳
の
経
営
主
と
そ
の
妻
は
そ
の
補
助

的
労
働
力
で
あ
っ
た
。

B
農
出
家
で
は
、
四
九
歳
の
経
営
主
と
そ
の
妻
が
基

幹
的
労
働
力
で
あ
り
、
娘
た
ち
は
農
繁
期
に
少
し
手
伝
う
程
度
に
す
ぎ
な

い
。
畑
作
で
は
、

A
農
家
は
歩
]
妻
と
嫁
が
、

B
農
家
で
は
妻
、
が
労
働
力
で

あ
り
、
両
農
家
と
も
畑
作
は
も
っ
ぱ
ら
女
性
の
担
当
部
門
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
耕
種
以
外
の
部
門
に
つ
い
て
は
、

A
農
家
で
は
肥
育
牛
と
庄
内

柿
を
老
経
営
主
が
、

B
農
家
で
は
ナ
メ
コ
を
経
営
主
と
妻
が
担
当
し
て
い

ヲ
包
。

一
一
五



主要な役割分担

B 農 家(昭和54年調査〉

陣営主〔峨)1妻(45歳) I長女似歳)I二女(19歳〕 三女(17歳〉

| l稲作 |稲作 |稲作(手伝い)1稲作(手伝い〉稲作(手伝し、〕
農業畑作 I ~ • _ ~=t= 1 1== 1->-， ~ー |ナメコ f王侠|ナメコ(手伝ナメコ

労働 1--1ナメコ I~ '" '" I~ ，) ，-'~I~L一一止一一
|兼業!士連〔冬期〕 事務〔遥年) I事務(透年)

部告喜の会合 |隣組
小学校庭木囲|小学校交通整

自治|道路砂利敷きi交通安全広報
i山林刈り払L、|活動
古峯講

諸会| 選挙 l選挙 l 
農協

農業|土地改良区
経営|堰掃除

|転作 1 

生活生活改善
1 改善| 農協婦人部

fLL PL 同手伝|
出産祝，病気
見舞 | 

際 |親戚訪問 |親戚・友人訪|友人訪問

神社・墓参り I~参り !神社・墓参りl神社・墓参り|墓参り

葬式，法事 1葬式，法事， I 
施餓飢 ! 

|会社慰労会

(講座受講 (講座受講

三味線 i短歌，映画観|
| 賞 |

レクリエー l旅行 1丑湯治 ;社員旅行
ション |野球，スキー|野球応援，ス|

キー | 

l新庄祭 |新庄祭 |新庄祭

物 買物 | 
送り迎え 送り迎え !送り迎え |送り迎え

-k 
入

学校・受講

貝

職員慰労会

[講座受講

|茶道，花道

;員旅行野球応援，
キー
新庄祭

同級会

|高校

l旅行
ススキー

|新庄祭

一
一
六



第 21表 A・B 両農家の

A 長 家(昭和44年調査〉

|経営主(ω歳)I 妻(57歳〕 長男(35歳〕 嫁(33歳)

| 町草稿叩~) |稲作

農業 畑作補 畑作 畑作
肥育牛， 内

労働 |柿

同 l
l製?雑役(農閑 l電気部品組立
期 (農閑期)

消防

自治 神社・寺
学校
道路砂利敷き
選挙

諸会 農協
d仁b二t 農業 土地改良医 生産組合・水利

経営 l
組合
堰掃除 堰掃除

;視察 視察 視察

[講 Iol3A" '7プ
|老人クラプ
農協婦人部

|念仏講 大神宮講

l婚礼
本家へ正月礼 実家へ正月礼
姉・弟訪問 嫁の実家訪問 実家訪問

ヲJ民且でー 際 神社・寺参り 葬神式社・寺参り
法事 法事

看護，病気見舞|
l病気見舞
いとこの春仕事

L 、 ;手伝い

戸;x乙- 議|

花見，踊り
レクリェー 山菜採り 山菜採り 山菜採り
ショソ 体育祭 体育祭，海水浴 体育祭，海水浴

天神祭(鶴岡〉 天神祭(鶴岡〉 天神祭鶴岡〉

七 買 物 (買物 |買物 | 



《
ノ

1
ト
》

生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

農
業
労
働
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
分
担
関
係
は
、
両
農
家
の
兼
業
形
態

に
反
映
し
て
い
る
。

A
農
家
で
は
、
長
男
と
嫁
が
農
閑
期
に
農
業
労
働
の

半
分
程
度
、
製
材
雑
役
夫
と
電
気
部
品
組
立
工
と
し
て
兼
業
に
通
勤
し
た
。

一方、

B
農
家
で
は
、
農
閑
期
に
経
営
主
が
極
短
期
間
土
建
日
雇
に
出
た

だ
け
で
あ
っ
た
。
娘
た
ち
の
賃
金
収
入
は
、
約
二
万
円
の
食
費
を
両
親
に

差
し
出
す
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ
の
小
遣
い
に
充
当
さ
れ
て
お
り
、
家
の
再
生

産
の
た
め
に
期
待
さ
れ
て
い
る
「
家
の
兼
業
」
に
含
め
る
こ
と
に
は
疑
問

が
残
る
。

伺
こ
の
よ
う
な
両
農
家
の
家
族
構
成
の
差
異
は
、
諸
会
合
へ
の
参
加

時
間
に
示
さ
れ
る
役
割
分
担
に
も
相
違
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

A
農
家
で

は
、
老
経
営
主
が
区
長
と
神
社
総
代
を
、
長
男
が
生
産
組
合
・
水
利
組
合

の
役
員
と
消
防
班
長
を
、
嫁
が
婦
人
会
役
員
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
も
と
で
、
経
営
主
は
土
地
の
管
理
・
保
全
に
関
す
る
土
地
改

良
区
や
農
協
の
諸
会
合
に
出
席
し
、
長
男
は
稲
作
の
実
務
的
諸
会
合
に
、

嫁
は
P
T
A
や
婦
人
会
、
大
神
宮
講
な
ど
の
諸
会
合
に
出
席
し
、
家
事
担

当
の
老
妻
は
農
協
婦
人
部
の
会
合
や
念
仏
講
に
参
加
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
B
農
家
で
は
、
経
営
主
が
部
落
役
員
や
農
協
理
事
を
、

妻
が
生
活
改
善
の
理
事
を
務
め
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
も
と
で
、
経
営
主

は
部
落
役
員
会
や
農
協
、
土
地
・
水
利
関
係
の
諸
会
合
に
、
妻
は
隣
組
、

交
通
安
全
、
農
協
婦
人
部
、
生
活
改
善
な
ど
の
諸
会
合
に
出
席
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、

A
農
家
の
老
夫
婦
と
若
夫
婦
、

B
農
家
の
中
年
夫
婦
が
、

一
一
八

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
階
梯
に
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
階
層
別
・
性

別
に
課
せ
ら
れ
た
{
永
と
部
落
の
役
割
を
細
か
く
分
担
し
あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
諸
会
合
に
参
画
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
限
り
で
い
え
ば
、

両
農
家
の
農
業
生
産
・
兼
業
の
従
事
形
態
や
諸
会
合
へ
の
出
席
な
ど
に
み

ら
れ
る
差
異
は
、
本
質
的
な
差
異
で
は
な
く
、
同
じ
家
族
形
態
循
環
の
そ

れ
ぞ
れ
の
断
面
に
お
け
る
相
違
と
み
て
大
過
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

伺
し
か
し
他
方
で
は
、
両
農
家
の
生
活
行
動
に
お
い
て
、
際
立
っ
て

異
な
っ
て
い
る
側
面
も
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、

A
農
家
に
比
べ
て
B
農
家

の
行
動
範
聞
が
著
し
く
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
調
査
年
一

年
間
の
A
農
家
家
族
成
員
の
県
外
へ
の
生
活
行
動
は
、
経
営
主
が
東
京
の

弟
を
訪
問
し
た
こ
と
、
長
男
と
嫁
が
秋
田
県
へ
農
業
視
察
に
出
た
こ
と
の

延
べ
三
回
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
県
内
の
生
活
行
動
も
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
圏
内
の
庄
内
地
域
に
限
ら
れ
、
し
か
も
最
上
川
を
渡
っ
て
飽
海
地
方
へ

出
か
け
た
の
は
、
奴
崎
営
主
が
区
長
の
会
合
で
沼
田
市
へ
、
嫁
が
学
校
視
察

で
八
幡
町
へ
の
こ
固
に
す
ぎ
ず
、
自
宅
外
生
活
行
動
六

O
七
回
の
う
ち
以

上
の
五
回
を
除
く
六
C
二
回
ま
で
が
、
田
川
地
方
内
で
の
狭
い
範
囲
に
限

ら
れ
て
い
た
c

こ
れ
に
対
し
て
B
農
家
で
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
一

年
の
間
に
県
内
四

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
圏
域
へ
の
生
活
行
動
三
一
回
、

県
外
一
五
回
を
数
え
て
、

A
農
家
よ
り
は
る
か
に
広
い
範
域
に
度
々
出
向

い
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
、
両
農
家
の
買
物
園
の
広
狭
に
も
よ
く
表
現
さ
れ
て



い
る
o
A
農
家
で
は
、
日
用
品
や
食
料
品
の
購
入
は
部
落
を
訪
れ
る
行
商

や
農
協
購
買
車
を
利
用
し
、
衣
料
品
、
学
用
品
、
耐
久
消
費
財
な
ど
は
、

鶴
岡
市
街
地
(
五
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
で
買
物
を
す
る
。

B
農
家
で
は
、

部
落
内
に
三
軒
の
商
居
(
兼
業
農
家
)
が
あ
る
も
の
の
、
日
用
品
か
ら
耐

久
消
費
財
ま
で
の
大
部
分
の
買
物
を
、
新
庄
市
街
地
(
玉
・

0
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
)
で
お
こ
な
う
。

付
両
農
家
の
生
活
行
動
の
な
か
で
、
も
う
一
つ
著
し
く
異
な
っ
て
い

る
の
は
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
や
り
方
で
あ
る
。

A
農
家
の
場
合
に
は
、

部
落
の
伝
統
行
事
以
外
の
個
人
的
な
い
し
家
族
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

は
き
わ
め
て
少
な
い
。
山
菜
採
り
に
老
妻
、
長
男
、
嫁
の
三
人
が
、
海
水

浴
に
長
男
と
嫁
が
子
供
連
れ
で
、
そ
し
て
嫁
が
踊
り
に
出
か
け
る
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
B
農
家
で
は
、
新
庄
祭
見
物
に
全
員
で
出
か

け
、
経
営
主
が
出
場
す
る
学
区
対
抗
野
球
に
妻
と
二
女
が
応
援
に
、
ス
キ

ー
に
は
長
女
を
除
く
家
族
四
人
が
出
か
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
経
営
主
が

三
味
線
を
習
い
、
妻
が
短
歌
会
や
映
画
観
賞
に
、
二
女
が
茶
花
の
稽
古
に

出
か
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
取
り
組
み
方
に
お
い
て
、

A
農
家
に
く
ら
べ
て
B
農
家
の
方
が
は
る
か
に
積
極
的
で
あ
り
多
彩
な
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
、

B
農
家
に
老
夫
婦
が
い
な
い
気
楽
さ
が
反
映
し
て
い

る
と
も
み
ら
れ
よ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
、
こ
の
A
、
B
両
農
家
の
調
査
時

点
の
一

0
年
間
の
推
移
が
、
農
家
の
生
活
様
式
を
大
き
く
変
化
さ
せ
て
い

《
ノ

l
ト
》

生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
市
町
村
の
社
会
教
育
行
政
や
、

兼
業
先
の
職
場
の
文
化
活
動
が
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
促
す
媒
体

と
し
て
機
能
し
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

同
つ
ぎ
に
、
起
・
就
床
時
刻
お
よ
び
睡
眠
時
間
に
つ
い
て
、
年
間
一

日
平
均
の
数
値
か
ら
両
農
家
の
比
較
を
し
て
み
よ
う
。

A
農
家
の
家
族
成

員
の
起
床
時
刻
は
四
人
と
も
午
前
五
時
台
、
就
床
時
刻
は
、
老
経
営
主
と

そ
の
妻
が
午
後
八
時
台
、
長
男
と
嫁
が
九
時
台
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、

A
農
家
家
族
の
睡
眠
時
間
は
、
経
営
主
が
九
時
間
台
で
、
あ
と
の
三
人
が

八
時
間
台
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
B
農
家
の
起
床
時
刻
は
、
経
営
主
と
妻
は
午
前
五
時
台

で
あ
る
が
、
三
人
の
娘
た
ち
は
い
ず
れ
も
午
前
七
時
台
、
就
床
時
刻
は
、

短
大
受
験
を
ひ
か
え
た
三
女
が
零
時
台
、
そ
の
他
の
家
族
四
人
は
午
後
一

一
時
台
で
あ
る

G

こ
の
結
果
、

B
農
家
家
族
の
睡
眠
時
間
は
、
長
女
が
八

時
間
台
、
二
女
が
七
時
間
台
、
あ
と
の
三
人
が
六
時
間
台
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、

A
農
家
の
い
か
に
も
農
村
的
な

早
寝
早
起
の
起
・
就
床
時
刻
と
は
対
照
的
に
、

B
農
家
の
経
営
主
夫
妻
は

遅
寝
早
起
と
な
っ
て
、
そ
の
睡
眠
時
間
を
著
し
く
短
く
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。

B
農
家
の
娘
た
ち
は
、
勤
め
人
と
し
て
都
市
的
な
起
・
就
床
時
刻

で
生
活
し
て
お
り
、
こ
れ
に
影
響
さ
れ
て
か
、
経
営
主
夫
妻
の
就
床
時
刻

が
遅
く
な
り
が
ち
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、

B
農
家
に
お
け
る
、
都
市

的
生
活
時
刻
と
農
村
的
生
活
時
刻
と
の
過
渡
的
な
相
魁
の
様
相
が
み
と
め

九



《
ノ

I
ト
》

生
活
時
間
調
査
か
ら
み
た
農
家
の
生
活
構
造

ら
仰れ

る。
最
後
に
、
以
上
の
よ
う
な
A
、
B
両
農
家
の
比
較
の
上
に
た
っ
て
、

概
括
的
に
以
下
の
三
点
を
指
摘
し
む
す
び
と
し
た
い
。

第
一
は
、
両
農
家
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
形
態
循
環
の
階
梯
に
対
応

し
て
、
農
業
生
産
に
お
い
て
も
、
地
域
社
会
の
生
活
上
の
つ
き
あ
い
に
お

い
て
も
、
き
わ
め
て
堅
実
な
営
み
を
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

伝
統
的
な
慣
習
に
し
た
が
っ
て
、
家
の
中
で
も
部
落
の
中
で
も
、
性
別
や

年
齢
に
応
じ
た
役
割
を
分
担
し
つ
つ
、
家
族
手
就
業
的
に
農
家
の
経
済

的
・
社
会
的
再
生
産
を
支
え
て
い
る
。

し
か
し
、
第
二
は
、

A
農
家
に
比
べ
て
B
農
家
の
方
が
、
家
族
生
活
全

般
に
お
い
て
、
よ
り
開
放
的
で
自
由
で
あ
り
、
生
活
行
動
の
範
囲
が
広
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
家
そ
れ
ぞ
れ
の
家
風
も
影
響
し
て
い
る

こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
む
し
ろ
、
調
査
時
点
の
一

0
年
間
の
推
移
が
も
た
ら

し
た
農
村
生
活
の
変
貌
を
物
語
る
も
の
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ

の一

0
年
間
の
テ
レ
ピ
や
乗
用
車
の
農
村
へ
の
普
及
は
目
覚
し
か
っ
た
し
、

親
戚
や
友
人
で
東
京
方
面
に
他
出
し
た
人
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
が
農
家

の
生
活
様
式
を
多
彩
に
し
、
行
動
範
域
を
広
げ
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
、

農
家
の
兼
業
化
と
農
村
の
混
住
化
は
、

B
農
家
の
娘
た
ち
の
生
活
様
式
に

典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
都
市
的
な
生
活
時
刻
を
侵
入
さ
せ
た
。

農
家
の
生
活
は
、

A
農
家
の
よ
う
な
稲
作
中
心
の
単
一
文
化
的
な
様
相
か

ら、

B
農
家
の
よ
う
な
副
次
的
農
業
部
門
や
兼
業
を
絡
ま
せ
た
複
合
文
化

O 

的
な
様
相
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
第
三
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
農
家
の
存
続
に
か
か
わ

る
後
継
者
の
問
題
で
あ
る
。

A
農
家
で
は
い
ま
の
と
こ
ろ
、
長
男
と
嫁
が

基
幹
的
な
労
働
力
と
し
て
農
業
を
担
っ
て
い
る
か
ら
心
配
は
な
い
。
と
こ

ろ
が
B
農
家
で
は
、
調
査
時
点
の
後
に
三
人
の
娘
た
ち
が
す
べ
て
他
出
し
、

夫
婦
二
人
だ
け
の
世
帯
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
生
活
時
間
調
査
に
も
示
さ

れ
て
い
た
よ
う
に
、

B
農
家
の
娘
た
ち
は
、
そ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
農

家
の
主
婦
と
し
て
の
生
活
訓
練
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
は
み
え
な
い
。
農

家
と
し
て
存
続
す
る
た
め
に
は
、
婿
養
子
を
迎
え
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
そ
れ
も
農
家
の
二
、
三
男
と
な
れ
ば
、
恒
常
的
な
勤
務
者
で
あ
っ

て
農
業
者
と
し
て
の
訓
練
に
欠
け
が
ち
で
あ
ろ
う
。
部
落
の
な
か
で
中
堅

的
な
B
農
家
で
さ
え
も
、
そ
の
存
続
に
つ
い
て
は
、
目
前
に
難
し
い
問
題

を
抱
え
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
困
難
に
、

B
農
家
は

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
必
め
る
。

〔
付
記
〕

一
年
間
に
わ
た
る
日
々
の
丹
念
な
記
帳
に
よ
っ
て
資
料
を
提
供
さ

れ
た
B
農
家
の
方
々
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
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